
広報

 2 平成 24年度予算が決まりました
 10 中学３年生までの通院・
　　　　　　　入院医療費が無料になります
 12 固定資産の評価替え
13  婦人会・消費者の会合同総会
 16 農業委員会委員が改選されました

2012
平成 24年

表 紙

こいのぼりの大空遊泳

　グリーンエコー笠形のこいのぼり大空遊
泳は、毎年４月上旬から５月末にかけ、子
どもの健やかな成長を願って行われている
恒例行事。
　約 350 メートルの谷間に色鮮やかなこい
のぼり約 250 匹が優雅に泳いでいます。
　施設内や沿道も含め大小約 1,000 匹のこ
いのぼりが飾られています。
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平
成
24
年
度
の
神
河
町
の
予
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
13
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
の
総
額
は
対
前
年
度
比

4.7
％
増
の
１
５
５
億
１
９
７
８
万
円
で
、
こ
の
う
ち
一
般
会
計
は
対
前
年
度
比
6.5
％
増
の
７
９
億
５
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
経
済
活
動
に
も
大
き
な
被
害
を
受
け
、
そ
れ
に
よ
り
日
本
経
済

が
再
び
先
行
き
不
透
明
感
に
漂
い
、
不
況
が
長
期
化
す
る
気
配
の
中
で
、
一
層
厳
し
さ
を
増
す
財
政
事
情
に

対
応
す
る
だ
け
で
な
く
、
合
併
後
６
年
を
経
過
し
、
合
併
特
例
期
間
終
了
後
の
交
付
税
等
の
縮
減
な
ど
を
見

据
え
た
「
財
政
基
盤
の
強
化
」
と
「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
と
し
た
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
財
政
健
全
化
を
重
点
目
標
と
し
て
掲
げ
、
一
般
財
源
の
枠
配
分
の
継
続
と
行
財
政
改
革
実
施
計
画

（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
の
確
実
な
予
算
反
映
を
中
心
に
、
歳
出
全
般
に
わ
た
り
更
な
る
事
務
事
業
の
点
検
・

見
直
し
を
実
施
し
、
施
策
・
事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
る
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
「
新
町
建
設
計
画
」
及
び
「
第
１
次
長
期
総
合
計
画
」
に
示
す
ま
ち
づ
く
り

の
将
来
像
「
ハ
ー
ト
が
ふ
れ
あ
う
住
民
自
治
の
ま
ち
」
に
む
け
て
諸
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
24
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

神
河
町
全
体
の
予
算
は
１
５
５
億
１
９
７
８
万
円

特
に
重
点
と
す
る
施
策
方
針

基
本
方
針

　

全
国
的
に
過
疎
化
、
高
齢
化
に

よ
り
、
地
方
活
力
の
維
持
が
困
難

な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

特
に
子
育
て
世
代
等
若
い
世
代
の

都
会
転
出
は
、深
刻
な
問
題
で
す
。

　

若
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け
、

安
心
し
て
子
ど
も
が
産
め
る
よ
う

子
育
て
世
代
の
支
援
に
重
点
を
置

い
て
事
業
を
進
め
、
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
を
軸
に
、

学
校
整
備
・
統
合
事
業
の
推
進
、

病
院
の
健
全
経
営
、
農
林
・
商
工
・

観
光
振
興
施
策
、
防
災
対
策
の
取

り
組
み
を
中
心
に
、
５
つ
の
具
体

的
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と

い
た
し
ま
す
。

具
体
的
施
策

第
１　

安
全
・
安
心
な
学
校
園
統

　

合
整
備
事
業
と
子
育
て
・
教
育

　

対
策

⑴
神
崎
小
学
校
・
幼
稚
園
の
施
設

整
備

⑵
通
学
路
整
備
と
通
学
バ
ス
停
の

整
備

⑶
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
や
ヒ
ブ
・
小
児
性
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

⑷
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
の
自
立

支
援

⑸
放
課
後
子
ど
も
教
室
・
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
・
預
り
保
育
・
子

育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
の

運
営

第
２　

財
政
健
全
化

　

平
成
26
年
度
実
質
公
債
費
比
率

18
％
未
満
の
達
成

⑴
町
長
報
酬
２
割
削
減
他
、
特
別

職
報
酬
削
減
の
継
続
、
適
正
な

人
事
管
理
に
よ
る
人
件
費
の
削

減
⑵
公
共
施
設
や
社
会
教
育
・
体
育

施
設
の
今
後
の
あ
り
方
等
の
検

討
⑶
納
税
相
談
及
び
徴
収
体
制
の
強

化
に
よ
る
公
平
公
正
な
税
負
担

の
行
政
運
営

第
３　

公
立
神
崎
総
合
病
院
の
経

　

営
健
全
化
と
医
師
確
保
、
医
療

　

・
福
祉
対
策

⑴
医
師
確
保
と
健
全
経
営
体
質
の

構
築

⑵
県
や
医
大
等
の
支
援
強
化
を
得

る
働
き
か
け

⑶
地
域
住
民
の
理
解
と
支
援
を
得

る
取
り
組
み

⑷
中
播
磨
医
療
圏
域
の
北
の
中
核

病
院
と
し
て
の
将
来
像
の
検
討

⑸
障
害
者
福
祉
や
高
齢
者
福
祉
の

充
実

第
４　

農
林
・
商
工
・
観
光
・
地

　

域
振
興
対
策

　

大
河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」
効
果

に
よ
り
神
河
町
を
元
気
に
す
る
。

　

地
産
地
消
を
基
本
と
し
た
農
林

業
、
商
工
観
光
が
連
携
し
た
振
興

施
策
の
推
進

⑴
農
林
業
の
活
性
化
と
獣
害
対
策

⑵
観
光
施
策
・
商
工
業
の
活
性
化

⑶
若
者
の
定
住
を
は
じ
め
と
し
た

住
宅
施
策
の
推
進

⑷
産
業
集
積
条
例
に
基
づ
く
優
遇

制
度
を
活
用
し
た
企
業
誘
致
の

推
進

特集　かみかわを知る

平成 24 年度予算
総 額 155 億 1,978 万円
一 般 会 計 79 億　500 万円
特 別 会 計 28 億 6,585 万円
企 業 会 計 47 億 4,893 万円

建設が進む神崎小学校・幼稚園建設が進む神崎小学校・幼稚園
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第
５　

神
河
町
の
元
気
づ
く
り
と

　

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

⑴
集
落
別
町
長
懇
談
会
の
実
施
と

参
画
と
協
働
「
チ
ー
ム
か
み
か

わ
」
に
よ
る
更
に
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進

⑵
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や
風
力
発
電
等

の
自
然
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
の
企
業
立
地
・
調
査
研
究

⑶
防
災
講
演
会
・
防
災
計
画
の
見

直
し
・
避
難
場
所
看
板
の
設
置
・

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

　
予
算
の
概
要

　

町
の
予
算
は
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
企
業
会
計
の
３
つ
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
全
般
に
わ

た
る
施
策
を
行
う
た
め
に
使
わ
れ

る
予
算
が
一
般
会
計
で
す
。
こ
れ

に
対
し
、
特
定
の
事
業
を
一
般
事

業
と
切
り
離
し
、
独
立
し
た
経
理

を
行
う
の
が
特
別
会
計
で
９
事
業

あ
り
ま
す
。
企
業
会
計
は
地
方
公

営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
も
の

で
、
上
・
下
水
道
事
業
と
病
院
事

業
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
一

般
会
計
予
算
を
中
心
に
平
成
24
年

度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

一
般
会
計
の
歳
入

　

町
が
自
ら
徴
収
し
た
り
収
納
す

る
自
主
財
源
は
、
27
億
１
８
８
４

万
円
で
、
歳
入
全
体
の
34
・
４
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
皆

さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
町

税
は
、
対
前
年
度
比
2.2
％
減
の

20
億
４
３
４
８
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
町
民
税
で
は
、
年
少

扶
養
控
除
の
廃
止
及
び
特
定
扶
養

控
除
の
縮
減
に
伴
う
個
人
所
得
割

が
増
収
と
な
る
一
方
で
、
固
定
資

産
税
の
償
却
資
産
の
う
ち
大
河
内

水
力
発
電
所
分
が
年
々
減
少
し
て

い
る
の
が
要
因
と
な
り
、
町
税
全

体
と
し
て
は
減
収
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
見

て
、
今
後
も
町
税
収
入
の
増
加
は

望
め
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
事
業
実
施
に
伴
う
受
益
者
分

担
金
・
負
担
金
は
、
事
業
費
に
応

じ
て
計
上
し
、
使
用
料
・
手
数
料
、

諸
収
入
は
、
例
年
ベ
ー
ス
で
の
予

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
や
県
か
ら
受
け
る
補

助
金
や
交
付
金
は
、
依
存
財
源
と

し
て
65
・
６
％
を
占
め
、
51
億
８

６
１
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
よ
う
に
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
普
通
交
付
税
は
、
25
億
７
１
４

０
万
円
、
特
別
交
付
税
と
合
わ
せ

た
地
方
交
付
税
額
は
、
28
億
７
１

４
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国

や
県
か
ら
の
補
助
金
や
負
担
金

は
、
対
前
年
度
比
14
・
９
％
増
の

11
億
９
６
５
１
万
円
、
そ
し
て
町

が
建
設
事
業
や
臨
時
財
政
対
策
な

ど
に
充
て
る
た
め
の
借
入
金
で
あ

る
町
債
は
、対
前
年
度
比
39
・
１
％

増
の
８
億
７
６
２
０
万
円
で
、
そ

の
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
は
、
４

億
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

一
般
会
計
の
歳
出

　

歳
出
全
般
に
わ
た
る
事
務
事
業

の
更
な
る
点
検
と
見
直
し
に
よ
り

経
費
を
削
減
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
減
ら
す
こ
と
が
難
し
い

と
さ
れ
る
義
務
的
経
費
（
人
件
費

・
扶
助
費
・
公
債
費
）
は
、

32
億
６
２
８
６
万
円
で
、
歳
出

全
体
の
41
・
３
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
人
件
費
は
、
特
別
職
（
町

長
・
副
町
長
・
教
育
長
）
の
報
酬

カ
ッ
ト
に
よ
る
減
額
の
継
続
と
退

職
に
よ
る
職
員
減
な
ど
の
要
因

に
よ
り
職
員
給
が
減
少
し
て
い

る
た
め
、
前
年
度
比
4.6
％
減
の

13
億
１
４
５
８
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
定
員
適
正
化
計
画

に
沿
い
、
定
員
・
給
与
の
適
正
化

を
引
き
続
き
着
実
に
実
行
し
て
い

き
ま
す
。
扶
助
費
は
、
障
害
者
自

立
支
援
介
護
給
付
費
の
増
額
と
新

た
に
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療

費
を
無
料
化
に
す
る
制
度
の
導

入
に
よ
り
対
前
年
度
比
5.8
％
増
の

６
億
８
５
２
７
万
円
と
な
り
、
今

後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の

事
業
で
借
り
入
れ
た
元
金
と
利

子
を
支
払
う
公
債
費
は
、
公
債

費
縮
小
の
た
め
公
債
費
負
担
適

正
化
計
画
に
基
づ
く
繰
上
償
還

を
含
め
対
前
年
度
比
1.8
％
減
の

12
億
６
３
０
１
万
円
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
の
繰
上
償
還
等
の
効
果
に

よ
り
公
債
費
は
着
実
に
減
少
し
て

お
り
、
引
き
続
き
町
債
残
高
の
縮

減
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

そ
れ
以
外
の
経
費
で
は
、
物
件

費
と
し
て
行
政
全
般
に
係
る
電
算

シ
ス
テ
ム
の
関
連
経
費
、
各
施

設
の
維
持
管
理
費
や
事
務
事
業

全
般
に
わ
た
る
諸
経
費
な
ど
を

11
億
９
１
４
０
万
円
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

補
助
費
等
は
、
公
営
企
業
（
水

道
・
下
水
道
・
病
院
）
や
一
部
事

務
組
合
へ
の
負
担
金
な
ど
で
対
前

年
度
比
0.4
％
減
の
19
億
３
６
０
万

円
と
な
り
、
繰
出
金
は
、
各
特

別
会
計
の
事
業
運
営
経
費
と
し

て
、
対
前
年
度
比
0.5
％
減
の

４
億
８
７
２
９
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
投
資
的
経
費
は
建
設
事
業
費

の
抑
制
を
図
り
な
が
ら
、
新
町
建

設
計
画
に
沿
い
合
併
特
例
債
事
業

を
中
心
に
年
次
的
計
画
に
よ
り

計
上
し
た
結
果
、
統
合
小
学
校
・

幼
稚
園
整
備
の
最
終
年
度
と
し

て
の
事
業
費
を
計
上
し
た
た
め
、

対
前
年
度
比
１
０
９
・
５
％
増
の

10
億
１
８
６
６
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
来
年
度
以
降
も

円
滑
に
事
業
を
実
施
し
、「
安
全

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

特
別
会
計

　

各
事
業
と
も
収
支
の
均
衡
と
業

務
運
営
の
合
理
化
・
効
率
化
を
図

り
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

病院すずらん祭り　縫合体験カーミンの収穫祭 子育て学習センターの活動カーミンの収穫祭 子育て学習センターの活動病院すずらん祭り　縫合体験
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特集　かみかわを知る

平成24年度一般会計、特別会計および企業会計の当初予算額
（△はマイナス表示）

会　　計　　名 予　　算　　額 伸び率
一 般 会 計 79 億　500 万円 6.5％
特 別 会 計
介護療育支援事業 5,194 万円 △  1.4％
国民健康保険事業 12 億 3,124 万円 △  2.5％
後期高齢者医療事業 1 億 6,278 万円 8.7％
介 護 保 険 事 業 11 億 5,634 万円 6.8％
土 地 開 発 事 業 1 億 1,364 万円 △ 13.9％
老人訪問看護事業 1 億　969 万円 6.0％
産業廃棄物処理事業 944 万円 △ 40.0％
寺前地区振興基金 2,689 万円 246.8％
長谷地区振興基金 389 万円 8.1％

企 業 会 計
水 道 事 業 3 億 4,401 万円 △  2.1％
下 水 道 事 業 6 億　584 万円 △　1.5％
公立神崎総合病院事業 37 億 9,908 万円 4.8％

　 合 計 　 155 億 1,978 万円 4.7％
※企業会計の予算額は 3 条支出予定額

（単位：円）

目 的 別 性 質 別
議 会 費 8,045 人 件 費 103,854
総 務 費 77,131 物 件 費 94,122
民 生 費 99,441 維 持 補 修 費 542
衛 生 費 122,992 扶 助 費 54,137
農林水産業費 35,777 補 助 費 等 150,387
商 工 費 19,654 公 債 費 99,779
土 木 費 35,833 積 立 金 1,748
消 防 費 17,195 投資・出資・貸付金 569
教 育 費 108,263 繰 出 金 38,497
公 債 費 99,780 投 資 的 経 費 80,476
そ の 他 395 予 備 費 395

計 624,506 計 624,506

特
に
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
第

５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成

24
～
26
年
度
）
が
始
ま
り
、
介
護

給
付
費
の
増
額
に
よ
る
保
険
料
の

大
幅
な
値
上
げ
を
防
ぐ
た
め
、
基

金
取
り
崩
し
に
よ
り
保
険
料
の
値

上
げ
幅
を
抑
え
る
措
置
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
軽
減
を
図
り
、
平
均

介
護
保
険
料
を
４
５
６
０
円
と
し
、

安
定
的
な
財
政
運
営
を
目
指
し
て

行
き
ま
す
。
ま
た
、
土
地
開
発
事

業
特
別
会
計
に
お
け
る
「
し
ん
こ

う
タ
ウ
ン
」
第
３
期
分
譲
地
に
つ

い
て
は
、
早
期
の
完
売
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

企
業
会
計

　

各
事
業
と
も
経
営
健
全
化
計
画

を
着
実
に
実
行
し
、
経
営
の
健
全

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況

経
常
収
支
比
率

Ｈ
24
当
初
見
込
み
95
・
６
％

Ｈ
23
当
初
見
込
み
96
・
６
％

　

昨
年
度
当
初
と
比
較
し
て
み
る

と
、
人
件
費
・
公
債
費
・
補
助
費

等
は
2.5
％
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

物
件
費
・
扶
助
費
・
繰
出
金
は

1.5
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
扶

助
費
は
、
障
害
者
自
立
支
援
介
護

給
付
費
や
医
療
助
成
費
な
ど
の
増

加
に
よ
り
、
0.9
％
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
比
率
は

95
・
６
％
と
な
り
、
1.0
％
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
更
な

る
歳
出
に
お
け
る
経
常
経
費
の
削

減
を
行
い
、
同
比
率
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

経
常
収
支
比
率
と
は

　

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
よ

う
に
毎
年
決
ま
っ
て
収
入
で
き
る

お
金
（
経
常
収
入
）
の
う
ち
、
人

件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
な
ど
の

よ
う
に
必
ず
支
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
経
費
（
経
常
経
費
）
が
ど

れ
く
ら
い
の
割
合
か
を
示
す
指
標

で
財
政
の
弾
力
性
を
あ
ら
わ
し
て

い
ま
す
。
こ
の
数
値
が
低
い
ほ
ど

臨
時
的
・
突
発
的
な
支
出
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
、
高
い
ほ
ど
町

の
財
政
は
余
裕
が
な
い
と
言
え
ま

す
。
65
～
75
％
が
適
正
。

実
質
公
債
費
比
率

Ｈ
24
当
初
見
込
み
19
・
９
％

Ｈ
23
当
初
見
込
み
21
・
５
％

　

平
成
19
～
23
年
度
に
お
い
て
普

通
会
計
債
の
銀
行
等
資
金
の
繰
上

償
還
、
企
業
債
の
低
利
へ
の
借
換

を
行
っ
て
き
た
こ
と
と
、
償
還
期

間
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

元
利
償
還
金
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
、実
質
公
債
費
比
率
は
19
・
９
％

と
な
り
、
昨
年
度
当
初
と
比
較
し

て
み
る
と
1.6
％
改
善
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
公
債
費
負
担
適
正
化

計
画
を
確
実
に
実
行
し
、
平
成
25

年
度
以
降
は
更
に
同
比
率
を
改
善

さ
せ
、
平
成
26
年
度
で
の
18
％
未

満
を
確
実
に
達
成
す
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率
と
は

　

町
の
規
模
に
ふ
さ
わ
し
い
標
準

的
な
一
般
財
源
の
規
模
の
こ
と
を

「
標
準
財
政
規
模
」
と
い
い
、
こ
れ

に
対
す
る
公
債
費（
普
通
会
計
債
、

病
院
・
上
下
水
道
の
企
業
債
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
事
務
組

合
債
の
神
河
町
負
担
分
）
の
割
合

を
﹃
実
質
公
債
費
比
率
﹄
と
い
う
。

現
在
借
り
て
い
る
借
金
が
妥
当
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
数
値
。
こ
の

数
値
が
18
％
を
超
え
る
と
町
債
の

発
行
が
協
議
制
か
ら
国
・
県
の
許

可
制
と
な
り
、
25
％
に
な
る
と
町

債
の
発
行
が
制
限
さ
れ
「
財
政
健

全
化
団
体
」
と
な
り
ま
す
。

一般会計における町民1人あたりの予算額は…

624,506円となっています。
（平成 24 年 1 月 31 日現在の人口　12,658 人）

集落別町長懇談会集落別町長懇談会



かみかわ　No.785 

目的別歳出
79億500万円

性質別歳出
79億500万円

歳　入
79億500万円

使用料・手数料　2 億 3,996 万円（3.0％）

町税
20 億 4,348 万円

（25.9％）
分担金・負担金　1 億 966 万円（1.4％）

繰入金　8,790 万円（1.1％）

財産収入他　1,063 万円（0.1％）

地方交付税　
28 億 7,140 万円

（36.3％）

諸収入（その他）　2 億 721 万円（2.6％）
繰越金　2,000 万円（0.3％）
諸収入（受託事業費）　55 万円（0.0％）

国庫支出金　6 億 4,721 万円（8.2％）

人件費
13 億 1,458 万円
　　　　（16.6％）

　公債費
12 億 6,301 万円
　　　（16.0％）

扶助費
6 億 8,527 万円
　（8.7％）

　物件費
11 億 9,140 万円
　　（15.1％）

補助費等　
19 億 360 万円

（24.1％）

維持補修費
　686 万（0.1％）

予備費　500 万（0.0％）

　　　　　積立金
　2,213 万円　（0.3％）

繰出金
　4 億 8,729 万円

（6.1％）

投資的経費（補助）
　7 億 1,954 万円

（9.1％）　

投資的経費（単独）
2 億 9,912 万円（3.8％）

町債　
　8 億 7,620 万円

　　　　　（11.1％）

県支出金　5 億 4,930 万円　（6.9％）
地方譲与税等交付金　2 億 4,150 万円（3.1％）

　

主
な
事
業
内
容

　

子
ど
も
た
ち
が

　

愛
情
に
ま
も
ら
れ
て
育
つ
ま
ち
づ
く
り

15
億
３
５
６
５
万
円　

○
子
育
て
に
幸
せ
を
感
じ
よ
う　
︻
子
育
て
︼

　

安
心
し
て
子
ど
も
が
産
め
る
よ
う
子
育
て

世
代
の
支
援
を
重
点
に
施
策
を
展
開
し
ま

す
。

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業　

　
　

３
０
万
円

・
児
童
虐
待
防
止
対
策
緊
急
強
化
事
業　
　

　
　

３
８
万
円

・
子
ど
も
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る
支
援
金

　

支
給
事
業　
　
　
　
　
　
　

３
９
５
万
円

・
保
育
所
運
営
事
業　

１
億
６
９
６
２
万
円

・
児
童
手
当
支
給
事
業
（
事
務
費
含
む
）

　
　
　
　

 

２
億　

２
７
２
万
円

・
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
事
業
「
お
ひ
さ
ま

　

教
室
」　　
　
　
　
　
　
　

 

９
３
８
万
円

・
児
童
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
き
ら
館
」
運
営
事

　

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
７
８
万
円

・
預
か
り
保
育
事
業
（
寺
前
・
粟
賀
幼
稚
園
）

２
６
２
万
円

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業　

４
７
３
万
円

・
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　

６
５
３
万
円

○
自
然
か
ら
学
ぼ
う　

心
の
豊
か
さ
と
愛
着

　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
︻
教
育
・
遊
び
︼

　
「
か
み
か
わ
教
育
創
造
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
神
河
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
育
成

を
目
指
し
ま
す
。 

・
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
等
の
自
立
支
援
事

　

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
７
万
円

・
環
境
体
験
活
動
事
業　
　
　
　

９
０
万
円

・
自
然
学
校
推
進
事
業　
　
　

３
０
８
万
円

・
外
国
語
指
導
助
手
活
用
事
業

　
　
　
　
　

１
１
４
１
万
円

・
小
中
学
校
、
幼
稚
園
管
理
事
業

　
　

２
億
７
４
７
９
万
円

・
統
合
小
学
校
施
設
整
備
事
業

　
　
　

５
億
３
０
２
６
万
円

・
統
合
幼
稚
園
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

４
４
０
万
円

・
学
校
給
食
事
業
（
人
件
費
含
む
）

　

１
億
６
４
１
３
万
円

・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
及
び
山
村

　

留
学
事
業

　
（
人
件
費
含
む
）

　

５
１
１
４
万
円

○
世
代
を
越
え
た
ふ
れ
あ
い
は　

い
つ
で
も
、

　

ど
こ
で
も
、だ
れ
と
で
も
︻
多
世
代
交
流
︼

　

学
校
と
地
域
と
の
交
流
を
始
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
で
の
世
代
間
の
交
流
を
促
進
し
ま

す
。 

 　

誰
も
が
生
き
が
い
と
安
心
を
感
じ
て

　

暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

 

16
億
８
１
３
２
万
円

○
新
し
い
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
で
生
き
が
い

　

づ
く
り　

見
守
り
、
支
え
あ
う　

福
祉
の

　

ま
ち
に
！　
　
︻
社
会
参
加
・
地
域
福
祉
︼

「ハートがふれあう住民自治のまち」をめざして……主な事業

主
な
事
業
内
容

・
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
等
の
自
立
支
援
事

　

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
７
万
円

・
環
境
体
験
活
動
事
業　
　
　
　

９
０
万
円

・
自
然
学
校
推
進
事
業　
　
　

３
０
８
万
円

・
外
国
語
指
導
助
手
活
用
事
業

愛
・
や
さ
し
さ

投資出資金・貸付金
　720 万円（0.1％）

農林水産業費
4 億 5,287 万円（5.7％）

商工費
2 億 4,877 万円（3.1％）

土木費
4 億 5,357 万円（5.7％）

　　民生費
12 億 5,873 万円
　　　（15.9％）

　衛生費
15 億 5,684 万円
　（19.7％）

公債費　　
12 億 6,302 万円

　（16.0％）
　教育費　　　
13 億 7,039 万円

　（17.3％）　　消防費
2 億 1,765 万円
　　　（2.8％）

予備費
500 万円（0.1％）

議会費　1 億 183 万円（1.3％）
諸支出金 0 万円（0.0％）

総務費
9 億 7,633 万円
　（12.4％）

依存財源
51 億 8,616 万円（65.6％）

自主財源
27 億 1.884 万円（34.4％）

任意的経費
46 億 4,214 万円（58.7％）

義務的経費
32 億 6,286 万円（41.3％）

自然学校
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特集　かみかわを知る
　

安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

構
築
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。 

 
・
老
人
福
祉
関
係
事
業　
　

１
９
８
１
万
円

　
　

介
護
予
防
、
家
族
介
護
支
援
、
高
齢
者

　

等
外
出
支
援
、
緊
急
通
報
装
置
設
置
他

・
障
害
者
福
祉
関
係
事
業２

億
２
５
２
３
万
円

　
　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
各
種
給
付
、

　

地
域
生
活
支
援
事
業
他 

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
億
９
３
７
５
万
円

・
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
補
助
事
業

２
５
６
３
万
円

○
根
付
か
せ
よ
う
！
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ

　

く
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
︻
保
健
医
療
︼ 

　

地
域
医
療
の
拠
点
で
あ
る
公
立
神
崎
総
合

病
院
の
健
全
な
運
営
と
医
師
の
確
保
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
予
防
接

種
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
診
断
の

受
診
率
の
向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金　
　
　

６
６
６
１
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
　
　
　
　

１
億
９
６
３
１
万
円

・
医
療
助
成
事
業　
　
　

１
億
５
６
９
万
円

・
病
院
事
業
会
計
補
助
金
（
運
営
補
助
）

３
億
６
０
０
０
万
円

・
病
院
医
師
確
保
対
策
（
医
師
修
学
資
金
貸

　

与
事
業
）　　
　
　
　
　
　

 

７
２
０
万
円

・
健
康
づ
く
り
対
策
事
業　

５
４
２
７
万
円

　
　

各
種
予
防
接
種
、
健
康
教
育
・
相
談
、

　

各
種
健
康
診
査
、
自
殺
対
策
強
化
事
業

・
母
子
衛
生
事
業
（
妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
、

　

母
子
保
健
教
室
・
相
談
）　 

７
３
０
万
円

○
考
え
よ
う
！
安
全
な
く
ら
し

︻
防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
︼

　

消
防
団
を
中
心
と
し
、
自
主
防
災
組
織
の

協
力
に
よ
る
防
火
防
災
活
動
を
支
援
し
ま

す
。
特
に
、
防
災
対
策
に
重
点
を
お
い
た
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

・
姫
路
市
消
防
局
消
防
事
務
委
託
料

　

１
億
３
９
２
５
万
円

・
消
防
団
活
動
事
業　
　
　

１
６
４
３
万
円

・
消
防
施
設
管
理
事
業
（
指
令
車
・
消
防
車

　

の
維
持
経
費
）　　
　
　
　

 

６
５
７
万
円

・
消
防
施
設
整
備
事
業
（
消
火
栓
新
設
他
）

　

２
４
２
万
円

・
防
災
備
蓄
事
業　
　
　
　
　
　

５
０
万
円

・
河
川
量
水
標
設
置
事
業　
　

２
１
０
万
円

・
避
難
所
等
表
示
看
板
設
置
事
業１

９
５
万
円

・
土
砂
災
害
情
報
（
雨
量
・
河
川
水
位
）
シ

　

ス
テ
ム
更
新
事
業　
　
　

１
３
２
６
万
円

　

消
費
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
た

め
、
郡
内
で
共
同
設
置
し
て
い
る
「
神
崎
郡

消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
」（
福
崎
町
）
を

中
心
と
し
た
消
費
者
相
談
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

・
消
費
者
行
政
推
進
対
策
事
業

１
７
５
万
円

　

地
域
風
土
と
調
和
し
た
生
活
・

　

文
化
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　

 　
　

15
億
５
９
３
万
円

○
ゆ
る
や
か
な
時
間（
と
き
）が
流
れ
る
ほ
っ

　

と
な
里　
　
　
　
　
　
　
　
　
︻
暮
ら
し
︼

　

定
住
人
口
増
に
繋
げ
る
た
め
の
施
策
を
進

め
ま
す
。

・
土
地
開
発
事
業
特
別
会
計
：
し
ん
こ
う
タ

　

ウ
ン
（
貝
野
）
第
３
期
分
の
分
譲
開
始

・
多
自
然
居
住
推
進
事
業　

か
み
か
わ
田
舎

　

暮
ら
し
支
援
ほ
か　
　
　
　

５
７
９
万
円

・
空
き
家
利
活
用
再
生
事
業　
　
　
　
　
　

１
６
９
７
万
円

　
　

暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
の
整
備
は
、
全

　

町
域
で
計
画
的
に
順
次
実
施
し
ま
す
。 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
経
費
等

　
　

８
１
０
５
万
円

・
支
庁
舎
バ
ス
停
整
備
事
業　

　
　
　
　
　

１
６
５
０
万
円

・
道
路
維
持
新
設
改
良
事
業
（
維
持
補
修
・

　

新
設
改
良
３
）　　

 

１
億
６
２
３
７
万
円

・
水
道
、
下
水
道
事
業
会
計
補
助
金

　

４
億
９
７
０
０
万
円

・
地
籍
調
査　
　
　
　
　
　

５
１
６
６
万
円

　
　

再
調
査
：
高
朝
田
・
宮
野
・
南
小
田
・

　

上
小
田
・
長
谷
、
山
林
：
作
畑

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
管
理
運
営
事
業
（
人
件
費
、
基

　

金
積
立
含
む
）　　

 

１
億
７
３
０
０
万
円

・
地
域
交
流
館
及
び
周
辺
道
路
整
備
事
業

　
（
寺
前
）　　
　
　
　

１
億
３
１
８
５
万
円

○
学
び
あ
い
、
芸
術
・
文
化
を
育
て
よ
う

︻
生
涯
学
習
︼

　

中
央
公
民
館
と
神
崎
公
民
館
を
生
涯
学
習

の
拠
点
し
て
多
様
な
芸
術
文
化
に
ふ
れ
る
機

会
を
提
供
し
、
生
涯
教
育
・
学
習
の
推
進
と

芸
術
文
化
活
動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

・
公
民
館
教
室
（
英
会
話
、
成
人
ゼ
ミ
ナ
ー

　

ル
、
古
文
書
他
）
と
高
齢
者
大
学

２
１
３
万
円

・
公
演
事
業　
　
　
　
　
　
　

１
３
９
万
円

・
文
化
祭
、
美
術
展
事
業　
　

１
１
０
万
円

○
掘
り
起
こ
そ
う　

神
河
の
誇
れ
る
歴
史
を

︻
歴
史
︼

　

神
河
町
の
貴
重
な
文
化
財
の
保
存
に
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

・
地
域
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業

　

７
０
０
万
円

　
　

文
化
財
の
保
護
・
保
存
・
普
及
・
活
用

　

に
努
め
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
事
業

○
毎
日
歩
こ
う
、
元
気
に
歩
こ
う
、
楽
し
く

　

歩
こ
う　
　
　
　
　
　
︻
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
︼

　

誰
で
も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
実

施
し
ま
す
。

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど　
　
　

１
５
５
万
円

・
体
育
施
設
管
理
事
業
（
７
ヵ
所
）

　
　
　

８
８
２
２
万
円

　

美
し
い
自
然
を
ま
も
り
豊
か
な

　

産
業
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

 

９
億
３
２
５
７
万
円

○
清
流
と
里
山
の
﹁
楽
校
﹂
を
つ
く
ろ
う

︻
自
然
︼

　

引
き
続
き
、
農
村
の
環
境
保
全
に
努
め
ま

す
。

い
き
ま
す
。

・
消
費
者
行
政
推
進
対
策
事
業

１
７
５
万
円

　
（
寺
前
）　　
　
　
　

１
億
３
１
８
５
万
円

命
・
い
き
い
き

しんこうタウン第 3 期分譲地
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・
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
推
進
事

　

業　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
３
１
万
円

・
県
民
緑
税
活
用
事
業
（
緊
急
防
災
林
整
備

　

他
）　　
　
　
　
　
　
　

 

７
４
０
２
万
円

・
環
境
対
策
育
林
事
業　
　

１
８
１
２
万
円

○
町
民
み
ん
な
が
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

︻
環
境
︼

　

ゴ
ミ
の
減
量
化
、
適
正
処
理
、
不
法
投
棄

防
止
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

・
中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
負
担
金

　
（
ご
み
処
理
施
設
）　

３
億
８
８
８
８
万
円

・
廃
棄
物
減
量
化
普
及
啓
発
事
業　

　
　
　
　

１
７
０
万
円

　
　

不
法
投
棄
物
処
理
、
資
源
回
収
補
助
、

　

家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補
助
ほ
か

・
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　

２
３
２
万
円

・
中
播
衛
生
施
設
負
担
金
（
し
尿
・
汚
泥
処

　

理
施
設
）　　
　
　
　
　

 

５
０
７
９
万
円

○
美
し
い
自
然
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
を
つ

　

く
ろ
う　
　
　
　
　
　
　
︻
農
林
水
産
業
︼

　

地
産
地
消
を
基
本
に
、
農
林
業
の
新
た
な

付
加
価
値
を
創
出
す
る
「
６
次
産
業
化
」
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
獣
被
害
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

・
農
業
振
興
関
係　
　
　
　

５
７
２
７
万
円

　
　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
、
有
害
鳥
獣

　

対
策
（
シ
カ
・
サ
ル
他
）、
集
落
営
農
支

　

援
他

・
土
地
改
良
補
助
事
業
（
農
道
舗
装
・
水
路
）

３
０
０
万
円

・
林
業
振
興
関
係　
　
　
　

４
３
７
４
万
円

　
　

林
道
整
備
（
広
域
基
幹
林
道
・
町
林
道
：

　

水
谷
線 

他
）、
林
業
組
織
育
成
事
業
他

・
水
産
業
振
興
関
係
（
漁
業
組
合
支
援
、
水

　

質
検
査
）　　
　
　
　
　
　

 

６
３
６
万
円

・
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業

　
　

農
村
総
合
整
備
事
業
（
村
づ
く
り
型
：

　

鍛
治
用
水
路
）　　
　
　

 

１
５
４
０
万
円

○
育
て
よ
う
！
若
者
の
集
ま
る
わ
っ
く
わ
く

　

し
た
商
工
業　
　
　
　
　
　
　
︻
商
工
業
︼

　

地
域
の
商
店
街
が
元
気
に
な
る
よ
う
町
の

賑
わ
い
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
行

い
ま
す
。

・
商
業
振
興
関
係　

商
工
会
支
援

　
　
　
　

２
０
６
０
万
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
支
援

　
　
　
　

２
０
０
万
円

・
企
業
誘
致
事
業　
　
　
　
　

１
４
３
万
円

・
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
（
新
鮮
十
日
市

　

の
実
施
な
ど
）　　
　
　

 　

４
１
５
万
円

 
 

　

地
の
利
を
活
か
し
交
流
を
促
進
す
る

　

ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　

 　

１
億
９
６
８
９
万
円

○
神
河
の
魅
力
を
発
見
し
、
全
国
に
伝
え
よ

　

う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︻
観
光
振
興
︼

　

映
画
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
や
大
河
ド
ラ

マ
「
平
清
盛
」
の
ロ
ケ
地
と
し
て
の
神
河
の

美
し
い
自
然
の
魅
力
を
引
き
続
き
国
の
内
外

に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
「
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、
観
光
入
込
み
客

１
０
０
万
人
を
目
標
に
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

・
観
光
振
興
関
係　
　
　
　

１
６
９
５
万
円

　
　

映
画
と
大
河
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
観
光
Ｐ

　

Ｒ
・
パ
ン
フ
増
刷
・
観
光
協
会
支
援
他

・
観
光
施
設
等
指
定
管
理
料
（
４
ヵ
所
）

　

１
３
３
５
万
円

・
観
光
施
設
維
持
補
修
事
業
（
ヨ
ー
デ
ル
の

　

森
・
リ
ラ
ク
シ
ア
・
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
ほ

　

か
）　　
　
　
　
　
　

 　

１
億
２
２
万
円

○
心
の
こ
も
っ
た
も
て
な
し
で
、
楽
し
さ
と

　

感
動
あ
ふ
れ
る
体
験
を　

広
げ
よ
う
、
や

　

さ
し
さ
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク　
　
　
　
　
　
　
︻
地
域
・
広
域
交
流
︼

　

銀
の
馬
車
道
関
連
事
業
に
参
画
し
、
連
携

す
る
中
で
町
内
観
光
・
交
流
施
設
の
活
性
化

を
図
る
と
と
も
に
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に
よ

る
地
域
内
外
の
交
流
促
進
に
努
め
ま
す
。 

・
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
（
夏
ま
つ
り
）

　
　

３
０
０
万
円

・「
銀
の
馬
車
道
」
見
楽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

　

業
（
福
本
藩
陣
屋
跡
地
整
備
）３

０
０
万
円

　

住
民
・
地
域
の
や
る
気
が
活
き
る

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　

 　

20
億
５
２
６
４
万
円

○
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
命
を
輝
か
せ

　

よ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
︻
人
権
啓
発
︼

　

住
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
め
ざ
し
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
職
場
・
地
域
・
学
校
で
の
人
権
教
育

と
そ
の
啓
発
を
今
後
も
行
い
ま
す
。
特
に
、

毎
月
11
日
を
「
人
権
を
確
か
め
る
日
」
と
し

て
、
啓
発
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。 

・
人
権
学
習
支
援
事
業　
　
　

１
７
４
万
円

・
人
権
啓
発
事
業　
　
　
　
　

２
６
３
万
円

○
ま
ち
づ
く
り
、
主
役
は
僕
た
ち
、
私
た
ち

　

地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら

︻
住
民
参
加
・
地
域
づ
く
り
︼

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
全
地
区
を
廻
り
、

行
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
ハ
ー
ト
が
ふ
れ
あ
う
地
域
づ
く
り
活
動
支

　

援
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
３
万
円

○
財
布
み
て　

ま
ち
の
運
営
再
点
検

︻
行
財
政
運
営
︼

・
公
債
費
（
長
期
債
元
金
・
利
子
償
還
金
）

１
２
億
６
３
０
１
万
円

　

効
率
的
な
事
業
運
営
及
び
選
択
と
集
中
に

よ
り
、
歳
出
削
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
運
営
方
法
等
に
つ
い

て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
各
施
設
の
利
用
率

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

公
平
公
正
な
税
負
担
を
基
本
に
、
納
税
相
談

及
び
徴
収
体
制
の
強
化
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
「
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
」

と
「
行
財
政
改
革
実
施
計
画
」
を
確
実
に
実

行
し
、
財
政
の
各
指
標
の
改
善
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
行
財
政
に
関
す
る
情
報
の
公
表

は
、
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
い
公
表
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

・
企
業
誘
致
事
業　
　
　
　
　

１
４
３
万
円

・
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
（
新
鮮
十
日
市

　

の
実
施
な
ど
）　　
　
　
　

４
１
５
万
円

○
心
の
こ
も
っ
た
も
て
な
し
で
、
楽
し
さ
と

　

感
動
あ
ふ
れ
る
体
験
を　

広
げ
よ
う
、
や

　

さ
し
さ
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

心
・
ふ
れ
あ
い

大河ドラマ「平清盛」撮影の様子
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介
護
保
険
Ｑ
＆
Ａ

　
　

介
護
保
険
料
の
決
ま
り
方
を
教
え
て
く

　

だ
さ
い
。

　
　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
は
、

　

１
割
を
利
用
者
が
負
担
し
、
９
割
の
う

ち
の
半
分
を
国
・
県
・
市
町
村
の
公
費
で
、

残
り
半
分
を
保
険
料
で
賄
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　

神
河
町
の
第
５
期
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用（
自
己
負
担
分
を
除
く
９
割
分
）

は
、約
32
億
９
千
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

そ
の
21
％
約
６
億
９
千
万
円
を
第
１
号
被

保
険
者
で
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
　

第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
以
上
64
歳
以

下
）
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
組
合

に
よ
っ
て
決
ま
り
方
が
違
い
ま
す
の
で
、

健
康
保
険
組
合
等
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
（
自
己
負

担
分
を
除
く
９
割
分
）
約
32
億
９
千
万
円

の
財
源
内
訳 

　
　

介
護
保
険
料
が
上
が
る
と
聞
き
ま
し
た

　

が
、
な
ぜ
上
が
る
の
で
す
か
？

　
　

介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関

　

す
る
費
用
が
多
く
な
れ
ば
、
必
然
的
に

高
く
な
り
ま
す
。

　
　

介
護
保
険
料
が
上
が
る
要
因
と
し
て

は
、
①
高
齢
化
率
が
高
く
、
要
介
護
認
定

者
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
も
増
え
て
い
る
、

②
在
宅
介
護
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用

単
価
が
高
い
介
護
保
険
施
設
が
町
内
に
充

実
し
て
お
り
、
利
用
者
も
増
え
て
い
る
等

の
理
由
が
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　

施
設
に
１
ヵ
月
入
所
す
る
と
ど
れ
く
ら

　

い
費
用
が
か
か
る
の
で
す
か
？

　
　

要
介
護
度
や
施
設
の
部
屋
（
個
室
か
多

　

床
室
か
）
に
よ
っ
て
多
少
変
わ
り
ま
す

が
、
個
室
の
場
合
、
施
設
で
受
け
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
が
１
ヵ
月
で
約
２
万

円
～
４
万
円
で
す
。
こ
れ
に
部
屋
代
、
食

費
代
、
日
常
生
活
費
な
ど
を
加
え
た
額
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
合
計
で
約
12
万

円
～
15
万
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
自
己

負
担
額
は
１
割
で
す
の
で
、
残
り
の
９
割

分
（
約
18
万
円
～
36
万
円
）
は
、
介
護
保

険
給
付
費
と
し
て
町
が
施
設
に
支
払
っ
て

い
ま
す
。

　
　

保
険
料
の
納
め
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
は
、

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
に

よ
る
方
法
と
納
付
書
に
よ
る
納
付
や
口
座

振
替
（
普
通
徴
収
）
に
よ
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。特
別
徴
収
か
普
通
徴
収
の
選
択
は
、

介
護
保
険
法
上
、
現
在
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

第
２
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
は
、

医
療
保
険
料
に
含
ま
れ
て
計
算
さ
れ
て
い

ま
す
。

そこが知りたい介護保険

QA

QA

　平成 24年４月からは、第５期（平成 24年度～ 26年度）介護保険事業計画のもと、

新たに３年間の介護保険料が決定しました。

　そこで、５月号では、平成２４年度の介護保険料の改定内容についてお知らせします。

（2回目）

町
12.5％県

12.5％

国
25％

第1号被保険者
（65歳以上）
保険料
21％

第2号被保険者
（40～64歳）
保険料
29％

QAQA
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段　階 対　　　　　象　　　　　者 保険料の調整率 月額保険料

第１段階 生活保護者、老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課
税の方 基準額× 0.50 2,280 円

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年
金収入額の合計が 80 万円以下の方 基準額× 0.50 2,280 円

第３－１段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年
金収入額の合計が 80 万円超 120 万円以下の方 基準額× 0.65 2,960 円

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年
金収入額の合計が 120 万円超の方 基準額× 0.75 3,420 円

第４－１段階
世帯の中に住民税課税者がいるが、本人が住民税非課税で、
前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が８０万円以
下の方

基準額× 0.90 4,100 円

第４段階
（基準額）

世帯の中に住民税課税者がいるが、本人が住民税非課税で、
前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円超
の方

基準額× 1.00 4,560 円

第５段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 190 万円未満
の方 基準額× 1.25 5,700 円

第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 190 万円以上
400 万円未満の方 基準額× 1.50 6,840 円

第７段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 400 万円以上
の方 基準額× 1.75 7,980 円

　第２号被保険者（40 歳以上 64 歳以下）の介護保険料は、健康保険組合によって違いますので、
ご加入されている健康保険組合にご確認ください。

＊介護保険制度や介護保険料に関しては、広報４月号やこの度全戸配布する介護保険のパンフレット
　を参考にしてください。
＊その他、ご不明な点や介護保険に関する問い合わせ先は次のとおりです。
　①　保険料に関すること　　　　　税務課　　　☎３４－０９６１
　②　介護保険全般に関すること　　健康福祉課　☎３２－２４２１

　
　

保
険
料
の
通
知
は
い
つ
来
る
の
で
す
か
？

　
　

第
１
号
被
保
険
者
に
は
、
７
月
に
介
護

　

保
険
料
確
定
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
　

特
別
徴
収
の
方
の
４
月
・
６
月
の
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
住
民
税
の
課
税
状

況
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
仮
徴
収
分

と
し
て
前
年
度
の
２
月
と
同
額
を
引
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
８
月
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
平
成
24
年
度
介
護
保
険
料
の
改
定
も

含
め
て
保
険
料
を
変
更
し
ま
す
。

第
５
期
（
平
成
24
年
度
～
26
年
度
）
の

　
　
　
　
　
　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
～
26
年
度
の
第
１
号
被
保
険

者
の
介
護
保
険
料
基
準
額
（
第
４
段
階
）
の

月
額
は
、
４
５
６
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
の
平
均
は
、
４
９
８
２
円
で
、
神

河
町
は
県
下
41
市
町
中
、
下
か
ら
11
番
目
の

保
険
料
基
準
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
考
：
近
隣
市
町
の
第
５
期
介
護
保
険
料

（
基
準
額
）

　
　

市
川
町　
　
　

５
０
０
０
円

　
　

福
崎
町　
　
　

４
８
０
０
円

　
　

姫
路
市　
　
　

５
２
４
０
円

　
　

朝
来
市　
　
　

４
９
２
０
円

●所得段階別の保険料は次のとおりです。
　表中の対象者欄を参考に、ご自身の保険料をご確認ください。

QA
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　中学生のお子さんの保護者の皆様へ

　中学生の保護者の皆様には、各ご家庭あてに「福祉医療費受給者交付申請書」を５月初旬に郵送します。
　医療費の助成を受けるためには、受給資格認定のための申請が必要ですので、５月 25 日（金）までに必
要事項を記入のうえ、住民生活課で申請の手続きをしてください。
　申請による判定の結果、該当する方には、６月下旬に受給者証をご自宅に郵送します。
　なお、所得制限を超えるなどで該当されない方にも、保護者あてにその旨を通知します。
※申請されない場合は、受給資格の認定ができません。
※５月中旬を過ぎても申請書の届かない方は、住民生活課へお問い合わせください。

　０歳から小学生のお子さんの保護者の皆様へ

　現在、「平成 24 年６月 30 日まで有効期間の医療受給者証」をお持ちの方は新たに申請の必要はありません。
（※平成 24 年１月１日以降転入の方及び父母のどちらかが町外で課税されている方は、平成 24 年度課税証
明書が必要になりますので、別途その旨通知します。）
　平成 24 年７月１日より引き続き該当となる方には、６月下旬に新しい医療受給者証を送付します。また、
新たに該当となり申請が必要な方、若しくは所得制限等により該当しなくなる方についても、それぞれにそ
の旨通知します。

問い合わせ　住民生活課　☎３４－０９６２　

　神河町では、子どもを産み育てやすい環境を整備する一環として、子育て世代の経済的負担を少し
でも軽くするため、７月から０歳から中学３年生までの子どもの通院・入院医療費とも、自己負担を
無料とすることとしました。

７月から中学３年生までのお子さんの　　　　　
　　　通院・入院医療費が無料になります！

実施時期 対　　象　　者
自　己　負　担　額

所　　得　　制　　限
区　分 通　院 入　院

平成 24 年
6 月まで

小学校入学前 自己負担なし 自己負担なし

0 歳児以外は所得制限があります。
保護者または扶養義務者のうち主
たる生計保持者の町民税所得割税
額が 23.5 万円未満。（低所得該当は
世帯全員非課税で所得 80 万円以下）

小学 6 年生まで
一般 800 円 3,200 円

低所得 600 円 2,400 円

中学 3 年生まで
（受給者証なし）

一般
助成なし

3,200 円

低所得 2,400 円

平成 24 年
7 月から

０歳児～中学３年生
まで（受給者証交付） 自己負担なし 自己負担なし

０歳児以外は所得制限があります。
保護者または扶養義務者の町民税
所得割税額の合計額が 23.5 万円未満。

＜子どもの医療費助成制度＞
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　兵庫県の制度改正により、平成 24 年７月１日から福祉医療（乳幼児等医療、重度障害者医療、高齢重度
障害者医療）の所得制限判定方法が、世帯（※）の町民税所得割税額（合計額）による判定に変更になります。
　現行では、世帯のうち町民税所得割税額最上位の方の当該税額が 23.5 万円未満である場合に助成対象と
なっていますが、世帯の税額の合計額が多い世帯が認定される一方、合計額が少ない世帯が認定されないと
いった逆転現象が生じています。
　こうした問題点を解消し、通常生計は世帯単位で営まれることを踏まえ、より公平な所得制限判定を行う
ために、判定方法を変更するものです。
　このため、これまで助成対象であった方であっても、世帯内の所得により平成 24 年７月以降助成対象外
となる場合があります。

表中「扶養義務者」とは、父母、兄妹、祖父母、子、孫までの範囲となります。

　なお、平成 22 年度税制改正により扶養控除が一部廃止されたため、平成 24 年度分以降の市町村民税所
得割税額が増える世帯もありますが、福祉医療の所得判定にあたっては、国の制度（自立支援医療制度）に
準拠し、この影響を生じさせないよう扶養控除廃止前の税額で対応することとしています。

問い合わせ　住民生活課　☎３４－０９６２　

○　現行と変更後の違い（乳幼児等（こども）医療の場合の例）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （現　行）　　　　　　　　（変更後）
　　例１　父の税額：２３万円　　合計　　　　２３万円で判定　　　　　２３万円で判定
　　　　　母の税額：　０万円　　２３万円　　→助成対象　　　　　　　→助成対象

　　例２　父の税額：１５万円　　合計　　　　１５万円で判定　　　　　２２万円で判定
　　　　　母の税額：　７万円　　２２万円　　→助成対象　　　　　　　→助成対象

　　例３　父の税額：２３万円　　合計　　　　２３万円で判定　　　　　４３万円で判定
　　　　　母の税額：２０万円　　４３万円　　→助成対象　　　　　　　→助成対象外

　〈参考〉町民税所得割税額 23.5 万円の世帯の収入（給与収入世帯モデル　父、母、子（８歳））
　　　　・父のみ収入あり…約 730 万円　・父母とも収入あり…約 810 万円
　　（注）この収入未満であっても助成対象とならない場合があります。

※世帯とは、所得制限判定を行う際、所得の確認対象となるすべての方をいいます。

福祉医療助成の所得制限判定方法の
一部変更について

➡

➡

➡

重度（高齢重度）障害者医療の所得確認対象者乳幼児等（こども）医療の所得確認対象者

父 母

本人（乳幼児等）

扶養義務者

本人（障害者） 配偶者

所得確認対象者の範囲 所得確認対象者の範囲

○本人（乳幼児等）の生計を維持する父母等
　（父母が無収入等の場合は、本人の生計を維持する祖父母等扶養義務者）

○本人（障害者）の生計を維持する配偶者、扶養義務者。

｝

｝

｝
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固
定
資
産
税
は
、
町
税
の
約
７

割
を
占
め
、
町
民
税
と
と
も
に
町

の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
税

金
で
す
。
１
月
１
日
に
土
地
や
家

屋
を
所
有
す
る
人
に
課
税
さ
れ
、

税
額
は
そ
の
評
価
額
を
基
に
計
算

し
て
い
ま
す
。

　

土
地
の
価
格
は
常
に
変
わ
り
ま

す
。
家
屋
は
古
く
な
れ
ば
価
値
が

下
が
り
ま
す
。
土
地
や
家
屋
の
価

値
に
見
合
っ
た
税
額
に
す
る
た
め
、

評
価
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
を
評

価
替
え
と
い
い
、
３
年
毎
に
行
わ

れ
ま
す
。

　

今
回
の
評
価
替
え
で
は
、
旧
大

河
内
地
区
の
鍛
治
の
一
部
、
大
河
、

上
岩
の
一
部
、
高
朝
田
、
宮
野
、

南
小
田
、
上
小
田
、
川
上
、
長
谷
、

栗
、
渕
で
採
用
し
て
い
ま
し
た
標

準
地
比
準
方
式
（
注
記
①
）
を
路

線
価
方
式
（
注
記
②
）
に
変
更
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
町
内
全
域

で
統
一
し
た
基
準
に
よ
る
評
価
と

な
り
ま
す
。

（
注
記
①
）
…
基
準
と
な
る
土
地

の
評
点
数
、
ま
た
は
価
額
に
比
準

し
て
他
の
土
地
の
評
点
数
、
ま
た

は
価
額
を
求
め
る
方
法

（
注
記
②
）
…
道
路
ご
と
に
標
準

的
な
価
格
を
表
す
「
路
線
価
」
を

付
設
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
各
宅

地
を
評
価
す
る
方
法

固
定
資
産
税
の
計
算
方
法

　

税
額
＝
課
税
標
準
額
×
1.4
％

 

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・

　
　
　
閲
覧
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
度
の
固
定
資
産
税
の

縦
覧
を
税
務
課
に
お
い
て
４
月
２

日
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

●
縦
覧
と
は
、
町
内
に
土
地
や
家

屋
を
所
有
す
る
納
税
者
に
自
分

の
資
産
が
適
性
に
評
価
さ
れ
て

い
る
か
判
断
す
る
た
め
、
他
の

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

■
縦
覧
が
で
き
る
人

納
税
者
…
土
地
の
納
税
者
は
土
地
、

家
屋
の
納
税
者
は
家
屋
に
限
り

ま
す
。

　
　

同
一
世
帯
の
親
族
や
納
税
管

理
者
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

　
　

４
月
２
日
（
月
）
～
５
月
31

日
（
木
）

　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
。
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

を
除
き
ま
す
。

■
縦
覧
で
き
る
内
容

　

土
地
…
所
在
・
地
番
・
地
目
・

　
　
　

地
積
・
評
価
額

　

家
屋
…
所
在
・
家
屋
番
号
・
種

　
　
　

類
・
構
造
・
床
面
積
・

　
　
　

評
価
額

※
印
鑑
と
運
転
免
許
証
な
ど
本
人

確
認
が
で
き
る
書
類
が
必
要
で

す
。
代
理
人
の
場
合
は
、
本
人

確
認
の
で
き
る
も
の
と
併
せ
て

委
任
状
が
必
要
で
す
。
手
数
料

は
無
料
で
す
。

●
閲
覧
と
は
、
土
地
や
家
屋
の
所

有
者
や
借
地
・
借
家
人
な
ど
関

係
者
が
固
定
資
産
台
帳
（
名
寄

帳
）
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。　

■
閲
覧
が
で
き
る
人　

　
　

納
税
義
務
者
・
同
一
世
帯
の

親
族
・
納
税
管
理
人
・
借
地
人
・

借
家
人

■
閲
覧
期
間

　
　

４
月
２
日
（
月
）
か
ら
随
時

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で
。
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
き
ま
す
。

■
閲
覧
で
き
る
内
容

　
　

納
税
義
務
が
あ
る
資
産
や
賃

貸
借
契
約
の
対
象
で
あ
る
資
産

の
固
定
資
産
台
帳

※
印
鑑
と
運
転
免
許
証
な
ど
本
人

確
認
が
で
き
る
書
類
が
必
要
で

す
。
代
理
人
の
場
合
は
、
本
人

確
認
の
で
き
る
も
の
と
併
せ
て

委
任
状
、
ま
た
借
地･

借
家
人

は
、
貸
借
契
約
書
等
が
必
要
で

す
。
手
数
料
は
１
回
２
０
０
円

で
す
。

平
成
24
年
度
は
固
定
資
産
評
価
替
え
の
年
で
す

問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
１
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※各役員は赤十字奉仕団の役員を兼ねています。
　備考欄の日赤は、赤十字奉仕団のみの役員です。
※個人情報保護法により、取扱いに充分注意してください。

　４月 15 日、中央公民館グリンデルホールで平成 24 年度町婦人会・消費者の会合同総会が開催されました。
　今年から婦人会、消費者の会が統合され、新しい組織となりました。消費者の会も「消費生活の会」と名
称が新たになりました。本部役員も副会長・会計とそれぞれ婦人会、赤十字奉仕団、消費生活の会と担当が
分かれ、７名の体制で始まります。また、各支部新役員も総会で承認されました。
　会長から町内婦人の連携を強め、地域に根ざした女性団体として、あたたかいつながりや支え合いを大切
に、町づくりに寄与すると宣言されました。
　総会後の講演では、町長から「神河町行政について」と題し、町や地域の話題について講演をいただきました。

役　職 ブロック名 支部名 氏　　　名 備考
会　　　長 ― 川 上 小　林　美惠子
副　会　長（婦人会）― 吉 冨 髙 橋　　 貢
副　会　長（日赤）― 岩 屋 小　林　つた子
副　会　長（消費）― 柏 尾 太　田　さよ子
会計（婦人会） ― 福 本 生　田　さゆみ
会計（日赤） ― 新 野 我 毛 千 秋
会計（消費） ― 南 小 田 大　中　須美子

支　部　長

越 知 谷
ブ ロ ッ ク

新 田 玉 田 雅 子
作 畑 林　　 由 佳
大 畑 稲 川 節 子
越 知 小 林 郁 子
岩 屋 長 井 豊 子

粟 賀 北
ブ ロ ッ ク

根 宇 野 若　畑　きみ子
山 田 神　﨑　みどり
中 村 髙 橋 夏 子
粟 賀 町 足　立　日出美
福 本 山 本 亮 子

粟 賀 南
ブ ロ ッ ク

貝 野 安 田 弘 子
寺 野 前　田　富美子
柏 尾 太 田 由 紀
加 納 藤　後　惠美子
東 柏 尾 太　田　智惠美

大 山
ブ ロ ッ ク

吉 冨 細　岡　由美子
杉 佐　谷　千代美

大 山 松 田 郁 子
猪 篠 森　本　ひとみ

寺 前
ブ ロ ッ ク

新 野 福　田　はるみ
野 村 早 草 貴 子 日赤
比 延 古 川 則 子
寺 前 笹　野　八重生 日赤
鍛 治 小 川 礼 子
大 河 藤 原 滿 子

小 田 原
ブ ロ ッ ク

上 岩 草　壁　理榮子
高 朝 田 藤　原　みや子
宮 野 立 岩 高 美 日赤
南 小 田 高　峰　さつき
上 小 田 谷 口 千 子

長 谷
ブ ロ ッ ク

川 上 山 名 優 美
大 川 原 藤 原 幸 子
本 村 草 壁 明 美
赤 田 川　村　真佐子
重 行 堀 川 勝 子
為 信 助 友 和 美

峠 髙 内 志 乃
栗 坂 元 玉 洋

平成24年度神河町婦人会・赤十字奉仕団・消費生活の会
役員・支部（分団）長名簿

平成 24年度町婦人会・消費者の会合同総会の開催

【組織図】

婦 人 会 長
兼赤十字奉仕団委員長
兼消費生活の会会長

婦
人
会
副
会
長

赤
十
字
奉
仕
団

副
委
員
長

消
費
生
活
の
会

副

会

長

婦
人
会
会
計

赤
十
字
奉
仕
団

会

計

消
費
生
活
の
会

会

計

各 支 部 長

（敬称略）
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★
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

◎
功
績
章

　

本　

団　

山
下　

直
樹

◎
精
績
章
︹
１
名
︺

　

本　

団　

大
野　

尚
彦

★
兵
庫
県
知
事
表
彰

◎
永
年
勤
続
功
労
章
︹
１
名
︺

　

本　

団　

後
藤　

大
作

◎
親
子
２
代
の
賞
︹
１
組
︺

　

本　

団　

小
岩　
　

等

　

南
小
田　

小
岩　
　

新

★
兵
庫
県
消
防
協
会
長
表
彰

◎
功
績
章
︹
２
名
︺

　

本　

団　

小
寺　

俊
輔

　

越　

知　

中　

山
武
彦

◎
精
績
章
︹
４
名
︺

　
作
畑
新
田　

玉
田　

智
明

　

柏　

尾　

中
本　

友
和

　

杉　
　
　

足
立　

教
男

　

上
小
田　

米
田　

直
也

◎
精
勤
章
︹
７
名
︺

　

大　

畑　

森
田　

保
生

　

粟
賀
町　

井
上　

裕
介

　

寺　

野　

廣
納　

智
彦

　

吉　

冨　

吉
田　

康
広

　

鍛　

治　

黒
田　
　

剛

　

南
小
田　

日
和　

栄
司

　

川　

上　

山
名　

久
也

★
神
河
町
長
表
彰

　

永
年
勤
続
功
労
章
︹
19
名
︺

　

本　

団　

藤
原　

哲
也

　
作
畑
新
田　

玉
田　

智
明

　

越　

知　

中
山　

武
彦

　

岩　

屋　

小
林　

貴
裕

　

福　

本　

松
本　

成
人

　
　
　
　
　

大
野　

敬
之

　
　
　
　
　

内
藤　

忠
彦

　

東
柏
尾　

中
野　

栄
一

　

吉　

冨　

井
上　

武
彦

　

杉　
　
　

足
立　

教
男

　

大　

山　

太
田　

和
彦

　

猪　

篠　

藤
原　

一
宏

　

野　

村　

内
川　

幸
治

　

上　

岩　

西
上　

尚
伯

　
　
　
　
　

大
中　

昌
宏

　

宮　

野　

加
門　

哲
哉

　

南
小
田　

立
石　

晋
也

　

川　

上　

藤
原　

哲
夫

　

栗　

渕　

中
野　

宏
昭

　

退
任
・
退
団
さ
れ
る
方
々
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

★
本
団
︹
５
名
︺

　

松
本
日
出
一　
　

後
藤　

大
作

　

上
垣　

高
則　
　

小
寺　

俊
輔

　

大
野　

尚
彦　

★
分
団
︹
26
名
︺

　

大　

畑　

山
本　

幸
久

　

岩　

屋　

長
井　

睦
人

　
　
　
　
　

岸
上　

裕
一

　
　
　
　
　

小
林　

貴
裕

　

根
宇
野　

岸
田　
　

光　

　

山　

田　

秋
山　

徳
明

　

中　

村　

真
弓　

昭
吾

　

粟
賀
町　

井
上　

裕
介

　
　
　
　
　

藤
原　

秀
樹

　
　
　
　
　

竹
内　

誠
一

　

寺　

野　

廣
納　

智
彦

　
　
　
　
　

岡
本　

茂
也

　

柏　

尾　

太
田　

義
久

　
　
　
　
　

中
本　

友
和

　

吉　

冨　

佐
谷　

正
剛

　
　
　
　
　

福
住　

匡
晃

　
　
　
　
　

小
塚　
　

貴

　

大　

山　

太
田　

和
彦

　

野　

村　

内
川　

幸
治

　

寺　

前　

足
立　

善
信

　
　
　
　
　

稲
川　

秀
幸

　
　
　
　
　

児
島　
　

稔

　

鍛　

治　

岩
田　
　

勲

　
　
　
　
　

上
山　

忠
良

　

宮　

野　

立
岩　

修
一

　

南
小
田　

立
石　

晋
也

　

新
入
団
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

★
入
団
者
︹
44
名
︺

　
作
畑
新
田　

前
村　
　

佑

　

大　

畑　

小
林　

大
祐

　

越　

知　

一
宮　

健
剛

　

４
月
１
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
神
河
町
消
防
団
初
出
式
並
び
に
入

退
団
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
来
賓
多
数
の
ご
臨
席
の
中
、
精
鋭
の
消
防
団

員
４
６
４
名
が
出
動
し
、
終
始
節
度
あ
る
行
動
に
よ
り
神
河
町
消
防
団
と

し
て
の
意
気
込
み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

初
出
式
並
び
に
入
退
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

平
成
24
年
度
　
神
河
町
消
防
団

お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

は
じ
め
ま
し
て
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藤
本　

良
太

　
　
　
　
　

藤
原　

泰
平

　

根
宇
野　

山
本　

裕
一

　

山　

田　

谷
裏　

太
平

　
　
　
　
　

木
村　

友
昭

　
　
　
　
　

岸
田　

和
真

　
　
　
　
　

前
田　

隼
輔

　

中　

村　

藤
尾　
　

充

　
　
　
　
　

屋
禰　

慶
至

　

粟
賀
町　

堀
口　

武
伸

　

福　

本　

山
下　

大
智

　

貝　

野　

横
田　

新
次

　
　
　
　
　

多
田
誠
一
郎

　

柏　

尾　

太
田　

吉
則

　
　
　
　
　

大
野　

恭
広

　
　
　
　
　

黒
田　

祐
也

　
　
　
　
　

太
田　

安
則

　

加　

納　

日
浦　

明
仁

　

東
柏
尾　

河
合　

秀
樹

　
　
　
　
　

田
中　

英
寿

　

吉　

冨　

西
畑　

宣
彦

　
　
　
　
　

森
山　

卓
郎

　
　
　
　
　

清
水　

俊
博

　
　
　
　
　

横
井　

優
貴

　

杉　
　
　

森
川　

秀
樹

　
　
　
　
　

西
畑　

和
希

　

大　

山　

澤
田　

雅
和

　

新　

野　

藤
田　
　

透

　
　
　
　
　

市
場　

大
介

　

比　

延　

髙
橋　

和
成

　
　
　
　
　

左
納　

克
樹

　
　
　
　
　

水
谷　

涼
太

　

鍛　

治　

木
村　

秀
幸

　
　
　
　
　

田
中　

賢
悟

　
　
　
　
　

平
岡　

武
志

　

上　

岩　

田
中　

雄
一

　
　
　
　
　

黒
田　

将
馬

　

宮　

野　

左
納　

誠
一

　
　
　
　
　

加
門　

佳
和

　

南
小
田　

久
後　

涼
太

　

長　

谷　

大
仲　

晃
裕

分団名 分　団　長 副分団長
作畑新田 笹 倉 智 之 林　　 秀 作
大 畑 前 田 正 明 宮 崎 良 大
越 知 松 原 良 人 一 宮 宏 平
岩 屋 岸 上 智 成 小 林 哲 也
根宇野 中 島 実 司 足 立 竜 也
山 田 羽 岡 幹 雄 秋 山 洋 二
中 村 石 山　　 忍 飯 尾 康 彦
粟賀町 吉 村 健 作 井 上 知 弘
福 本 神 田 哲 宏 井 藤 裕 司
貝 野 安 田 明 彦 藤 永 寛 樹
寺 野 成 田 彰 彦 廣 納 佳 則
柏 尾 藤 原 哲 郎 藤 原　　 保
加 納 藤 後　　 健 難 波 英 敏
東柏尾 井 口 慎 一 河 合 英 明
吉 冨 藤 原 龍 二 藤 原　　 剛

杉 藤 原 佳 樹 藤 井 亮 一

団　長　小岩　　等
副団長　山下　直樹、藤原　哲也、山手紀代志、一宮　通恭、米田　直也、德賀伊知郎、岸田　誠基

分団名 分　団　長 副分団長
大 山 太 田 浩 功 戸 田　　 貴
猪 篠 岩 田 真 也 入 江　　 聡
新 野 宮 木　　 克 黒 田 高 年
野 村 鵜 野 浩 二 前 田 智 昭
比 延 玉 田 賢 一 荒 木 新 治
寺 前 荒 木 正 嗣 児 島 幸 功
鍛 治 山 内 忠 宜 上 山 貴 弘
上 岩 三 輪 佳 則 尾 野 守 彦
高朝田 藤 村 友 也 禰 占　　 匠
宮 野 中 井 善 彦 加 門 圭 介
南小田 久 後 友 博 山 内　　 肇
上小田 井 口 博 樹 米 田 育 也
大 河 植 野 哲 也 木 下 圭 一
川 上 山 名 陽 介 草 壁 清 二
長 谷 山 名 裕 之 水 畑 伊 知 郎
栗・渕 坂 元 滋 樹 中 野 宏 昭

新入団員・幹部訓練を実施しました

　４月８日、町民グラウンドで新入団員・幹部訓練を実施しました。
　当日は、新入団員 31 名、幹部 167 名が早朝から出動。
　中播消防署の教官 12 名から礼式・規律、器具取扱、ポンプ操法な
　どの指導を受けました。

今年度の役員のみなさんをご紹介します
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集落名 委　員　氏　名 担　当　集　落 区分 備　　考
作 畑 足　立　喜久雄 新田・作畑 新
越 知 竹 國　　 保 大畑・越知 新
岩 屋 奥 野　　 学 岩屋 新
根 宇 野 中 島 義 則 根宇野 新
山 田 藤 原 峰 廣 山田 新
粟 賀 町 佐 谷 秀 夫 中村・粟賀町 再
福 本 多 田 和 男 福本 再
寺 野 葊 納　　 正 寺野 再 会長

柏 尾 太 田 和 仁 柏尾・東柏尾 再
加 納 藤 後 芳 隆 貝野・加納 元
吉 冨 松 岡　　 榮 吉冨 新

杉 西 畑 邦 男 杉・大山 新
猪 篠 入 江 博 文 猪篠 新
新 野 高 橋 和 義 新野・野村 新
比 延 高 橋 正 光 比延・寺前・上岩 新
鍛 治 藤 原 憲 三 鍛治・大河 新
高 朝 田 藤 原　　 稔 高朝田・宮野 新
南 小 田 三 谷 克 巳 南小田 再 副会長（職務代理者）
上 小 田 岸 本 髙 明 上小田 再
大 川 原 藤 原 政 勝 川上・大川原 元

栗 北 條 敏 夫 本村・赤田・栗 新
渕 中 野 龍 雄 重行・為信・峠・渕 新

　

３
月
13
日
に
告
示
さ
れ
た
神
河
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
に
よ
り
、
18
名
の
委
員
と
法
律
に
基

づ
い
た
団
体
か
ら
の
推
薦
委
員
４
名
に
よ
り
新
し
い
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
会
長
に
は
葊
納　

正
氏（
寺
野
）、副
会
長（
職
務
代
理
者
）に
は
三
谷
克
巳
氏（
南
小
田
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

農
業
委
員
会
委
員
の
改
選
に
つ
い
て

退職（平成 24 年３月 31 日付）

職　名 氏　　　名 退職事由
町 参 事 森 本 佳 也 定年退職
課 参 事 小 林　　 譲 定年退職
所 長 難 波 幸 雄 定年退職
課 長 井 上 幸 政 勧奨退職

人事異動（平成 24 年４月１日付）
氏名 異動後 異動前

谷 口 勝 則 教育課　課長兼所長
（地域交流センター所長） 教育課　課長

坂 本 康 弘 上下水道課　課長 上下水道課　参事
奥 田 瑞 光 中央公民館　副課長 神崎公民館　副課長
藤 山 達 仁 給食センター　課長補佐 住民生活課　課長補佐
大 中 昌 幸 健康福祉課　課長補佐 地域振興課　課長補佐
宮 本 公 平 上下水道課　係長 給食センター　係長
小 林 大 祐 住民生活課　主事 新採用

職員の人事異動
　

私
は
、
大
畑
で
育
ち
ま
し
た
。

　

学
生
の
頃
か
ら
、
い
つ
か
神
河

● 

新
入
職
員
の
紹
介

町
に
戻
っ
て
き
て
、
こ
の
町
に
貢

献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
役
場
で
働
く
こ
と
が

で
き
て
本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
若
さ
を
活
か
し
て
元
気
よ

く
公
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

小林　大祐
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　３月 31 日をもって閉校（園）しました川上小学校・幼稚園の閉校（園）式が、３月 25 日、来賓、
歴代教職員、地元区長をはじめ地元の方々、約 150 名の出席のもと行なわれました。
　式典では、町長式辞、教育委員会告示、学校長あいさつのあと、学校長から教育長へ、教育長か
ら町長へ校旗が返還されました。その後、県議会議員、町議会議長及び長谷小学校長のあいさつを
受け、出席者全員で校歌を斉唱し式典は終了しました。式典終了後、児童による「砥峰太鼓」３曲
と、ＰＴＡの演奏による「上を向いて歩こう」を全員で歌って閉校（園）式を終了しました。
　川上区の児童・園児は４月より、それぞれ長谷小学校・幼稚園に通学（園）しています。

川上小学校・幼稚園の閉校（園）式

校旗返還

児童による砥峰太鼓

校歌斉唱

2 代目校舎

現校舎

校歌斉唱 校旗返還
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観光協会事務局員　退職・入職のあいさつ
カ ー ミ ン の
観光案内所だより

開館時間：午前9：00～午後5：00
水曜日定休日・電話 34 － 1001

神河町観光協会

退職　小林　麻里
　平成 21 年４月からの３年間、観光案内所の立
ち上げやカーミンの誕生、映画や大河ドラマのロ
ケ地ＰＲなど、大きな事業に関わり、いろいろご
迷惑をおかけしたこともありますが、楽しく充実
した日々を過ごさせていただきました。ありがと
うございました。
　大好きなふるさと「神河町」が、兵庫県の真ん
中で、いつまでも輝き続けますように。

入職　檀上　典宏

　このたび、縁あって観光協会にて皆様のお世話
になります、「だんじょう」といいます。
　大好きな神河町の活性化のために頑張りますの
で、お気軽に声をかけていただき、ご指導、ご協
力のほど、よろしくお願いします。

チャレンジデーとは？　毎年５月の最終水曜日に人口規模がほぼ同じ
自治体・地域で午前０時から午後９時までの間に 15 分以上継続し
て運動やスポーツを行った住民参加率を競い合う、住民参加型のス
ポーツイベントです。

今年の対戦相手は、岩手県大槌町！　岩手県大槌町は、昨年３月 11 日
の東日本大震災で大きく被災を受けた町です。町に元気と勇気を取
り戻すためにチャレンジデーに参加されます。神河町もチャレンジ
デーの日に運動・スポーツに参加して、大槌町へ復興のエールを送
りましょう。実行委員会では、復興のエールを送る取り組みを取り
入れていきます。新聞折込チラシなどでお知らせしていきます。

健康づくりポイントカード事業対象イベント　このチャレンジデー
2012 は、今年の５月から始まった健康づくりポイントカード事業
の対象イベントになりました。チャレンジデーに参加して健康ポイ
ントを増やしましょう。そして自分自身の健康をみつめ直し、運動・
スポーツに取り組むきっかけづくりにしましょう。

ウォーキングイベント、ロープジャンプＸ大会の開催！　５月 30 日の
メイン事業として、映画「ノルウェイの森」、大河ドラマ「平清盛」
のロケ地となった峰山高原から砥峰高原へのウォーキングを開催し
ます。また、午後６時から神崎体育センターでロープジャンプＸ大
会を開催します。ご参加よろしくお願いします。

問い合わせ　教育課　☎３４－０２１２

150 万人のスポーツイベント全国一斉開催！！

5月30日（水）　午前0時～午後9時

チャレンジデー
2012

スポーツの力で
日本を元気に！

５月 30日は、町内で 15分以上の運動をしましょう！
合言葉は、「運動、スポーツをマンスリーからデイリーに！」
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行
政
情
報

救
援
活
動
を
は
じ
め
、
医
療
、
献

血
、
福
祉
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
赤
十
字
の
活
動
は
、
皆

さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
寄
付

金
等
に
よ
っ
て
、
ま
た
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
の
奉
仕
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
十
字
運
動
へ
一
層
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
活
動
資
金
へ
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

　
　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
農

　
　

家
用
住
宅
等
に
転
用
計
画
の

あ
る
方
に

　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
（
ほ
場

整
備
済
の
土
地
）
に
建
物
を
建
て

る
た
め
に
は
、転
用
申
請
の
前
に
、

ま
ず
農
業
振
興
地
域
か
ら
除
外
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
来
、
ほ
場
整
備
済
の
田
、
畑

な
ど
は
、
農
業
の
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
土
地
に
農
家
用
住
宅
、
倉
庫

を
建
て
る
計
画
の
あ
る
方
は
、
必

ず
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
請

手
続
き
を
行
っ
た
後
に
転
用
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

除
外
申
請
は
、毎
年
５
月
15
日
、

11
月
15
日
ま
で
の
受
付
で
、
許
可

が
出
る
ま
で
に
６
ヵ
月
間
を
要
し

ま
す
。
申
請
書
は
、
地
域
振
興
課

に
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
地
域
振
興
課
、
ま

たは
地
元
農
業
委
員
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課　

農

　

林
業
係　

☎
３
４
―
０
９
６
０

　
　

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を

　
　
　
　
　
　
　
　

行
い
ま
す

　

健
康
増
進
と
疾
病
の
早
期
発
見

の
た
め
、
被
保
険
者
の
方
が
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
際
に
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
に
過
ご

す
た
め
に
年
に
１
回
は
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

対　

象　

満
30
歳
以
上
の
国
民
健

　

康
保
険
被
保
険
者
、
後
期
高
齢

　

者
医
療
被
保
険
者

※
町
ぐ
る
み
健
診
を
受
診
さ
れ
な

　

い
方

助
成
額　

１
９
６
０
０
円

持
参
物　

印
鑑
、
被
保
険
者
証

※
公
立
神
崎
総
合
病
院
以
外
の
場

合
は
、
受
診
さ
れ
た
領
収
証
、

通
帳
及
び
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
住
民
生
活
課
ま
た
は
神
崎

支
庁
舎
で
申
請
が
必
要
で
す
。

そ
の
他　

今
年
度
町
ぐ
る
み
健
診

を
受
診
さ
れ
る
予
定
の
方
は
、

助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

　
　

障
害
の
あ
る
方
へ
の
サ
ー
ビ

　
　

ス
を
紹
介
し
ま
す

　

自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）

に
つ
い
て

　

手
術
な
ど
で
回
復
ま
た
は
向
上

す
る
可
能
性
の
あ
る
障
害
の
医
療

費
を
助
成
し
ま
す
。

対　

象　

18
歳
以
上
の
身
体
障
害

　

者
手
帳
所
持
者
で
医
療
保
険
加

　

入
者

※
医
療
を
受
け
る
前
に
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。

※
診
断
書
等
に
よ
り
身
体
障
害

者
更
生
相
談
所
で
判
定
さ
れ
ま

す
。

※
緊
急
の
場
合
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、

　

免
疫
、
肝
臓
障
害
に
つ
い
て
は

　

身
体
障
害
者
手
帳
と
同
時
申
請

　

が
可
能
で
す
。

対
象
と
な
る
手
術
治
療
例

　

白
内
障
手
術
、
人
工
鼓
膜
、
人

　

工
関
節
置
換
術
、口
唇
形
成
術
、

　

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
植
込
術
、
人

　

工
透
析
療
法
、免
疫
調
節
療
法
、

　

肝
移
植
術
他

※
他
に
も
対
象
と
な
る
手
術
が
あ

　

り
ま
す
。

内　

容　

医
療
費
の
自
己
負
担
を

　

１
割
に
減
免
し
、
さ
ら
に
所
得

　

に
応
じ
て
月
額
自
己
負
担
上
限

　

額
を
設
定
し
ま
す
。

月
額
自
己
負
担
上
限
額

・
生
活
保
護
世
帯　
　
　
　

０
円

・
町
民
税
非
課
税
で
通
院
す
る
人

　

の
収
入
が
年
間
80
万
円
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
０
円

・
町
民
税
非
課
税
で
通
院
す
る
人

　

の
収
入
が
年
間
80
万
円
越
え
る

　
　
　
　
　
　

５
０
０
０
円

・
町
民
税
（
所
得
割
）
23
万
５
千

　

円
未
満

　

医
療
保
険
の
高
額
療
養
費
の
額

・
町
民
税
（
所
得
割
）
23
万
５
千

　

円
以
上　
　

公
費
負
担
対
象
外

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

　
　

５
月
は﹁
赤
十
字
運
動
月
間
﹂

　
　

で
す
。

活
動
資
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
地
震
や

台
風
な
ど
で
被
災
さ
れ
た
方
へ
の

年
金
だ
よ
り

　

姫
路
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金

の
出
張
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
相

談
は
予
約
制
で
す
。
予
約
受
付
期

間
内
に
開
催
場
所
の
役
場
に
お
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

住
所
に
関
係
な
く
、
ど
ち
ら
の

会
場
で
も
結
構
で
す
。

開
催
日　

５
月
17
日
（
木
）

場　

所　

福
崎
町
サ
ル
ビ
ア
会
館

予
約
先　

福
崎
町
役
場

　
　
　
　

住
民
生
活
課

☎
２
２
―
０
５
６
０

開
催
日　

７
月
19
日
（
木
）

場　

所　

市
川
町
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー

予
約
先　

市
川
町
役
場

　
　
　
　

住
民
環
境
課

☎
２
６
―
１
０
１
０

開
催
日　

９
月
20
日
（
木
）

場　

所　

神
河
町
中
央
公
民
館

予
約
先　

神
河
町
役
場

　
　
　
　

住
民
生
活
課

☎
３
４
―
０
９
６
２

開
催
日　

11
月
15
日
（
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保
健
・
福
祉

　３月のある日、ケアステーションの卒業生がお
母さんと訪ねてくれました。彼は今春、姫路特別
支援学校高等部を卒業し、姫路市内の会社に就職
することを報告しに来てくれたのです。その顔は
とても凛々しく頼もしさを感じました。お母さん
も素敵な笑顔です。
　神崎郡では、支援が必要な子どもたちの卒業後
の進路の開拓と定着に向けたかかわりを始めてい
ます。その中で、就労に必要な力として大切だと
思われるものは次のようなことです。
１．あいさつができること
２．返事ができること
３．質問ができること
４．報告ができること
５．お金と時間の管理ができること
　さらに、人の役に立ちたいという気持ちも大切
です。人のためにどう動いたらいいのかを考えて

ケアステーションかんざき　だより
☎ 32－ 1910

お手伝いは就労への第一歩！
－本当に必要な力とは－

懐かしいケアステで、
懐かしいメンバーと

　献血のお知らせ

●　5 月 の 保 健 行 事　 ●

行動することで、円滑な人間関係を築けるだけで
なく、自らの喜びとなり、自分を支える力にもな
ります。この気持ちが育つためには、特別なかか
わりが必要なわけではありません。小さい頃から
家庭の中で自分ができるお手伝いを進んで行い、
家族に喜ばれる経験を積み重ねることで育ってい
きます。そして、家族が困っている時に自分に何
ができるかを考え実行し、お互いに助け合う中で
自然に身につくのです。
　机上の学習だけに目がいきがちですが、本当に
大切なことは単調に繰り返されている毎日の生活
の中にあります。社会の一番小さな単位は家族で
す。家庭の中で、社会人として本当に必要な力を
育てていきま
しょう。

健康福祉なんでも相談
実施日 行　事　名 対　象　者 受付時間 場所

11 日
（金）

すくすく相談
（乳幼児相談）

H23.4 月・9 月生まれ
及び希望者

13：30　
 ～ 14：30

神
崎
支
庁
舎

23 日
（水）

1 歳６ヵ月児
健 診

H22.9 月
 ～ H22.11 月生まれ

13：00　
 ～ 14：00

29 日
（火）

もぐもぐ教室
（離乳食教室）

H24.1.28
 ～ H24.3.22 生まれ

13：30　
 ～ 13：40

1 日
（火）

健 康 福 祉
なんでも相談 一般住民 9：00　

 ～ 11：30

【予防接種の案内】　＊対象者には個別通知します。
＊三種混合（DTP）、麻しん風しん混合（MR）は、指定の期間
　内に接種を受けましょう。
＊ポリオ予防接種、5 月 9 日（水）・16 日（水）受付 13：00 ～

大河内保健福祉センター

　健康福祉なんでも相談では、保健師
が皆さんの健康や福祉に関する相談を
受けています。  
お気軽に、ご利用ください。  
日　時　毎月第１火曜日（変更あり） 
　　　　9：00 ～ 11：30（受付時間） 
場　所　神崎支庁舎　健康相談室 
問い合わせ　健康福祉課

☎ 32 － 2421　

お一人でも多くの皆様からの献血へのご協力をお願いします。   
      
と　き ： ５月１７日（木）
ところ : 役場神崎支庁舎　（10時 00分 ～ 11 時 30分）
　　　　役場本庁舎　　　（13時 30分 ～ 16 時 00分）

　　　　400ml 献血対象年齢　男性　17～ 69歳　　女性　18～ 69歳
　　　　※ 65歳以上の方は、60～ 64歳の間に献血経験がある場合に限ります。
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公立神崎総合病院に聞いてみよう？

　　　　医療に関するあなたの疑問にお答えします

　喘息（ぜんそく）について教えてください。

　喘息は発作的に咳、痰が増え、ヒューヒュー、ゼーゼーと呼吸が苦しくなる大変辛い病気です。
　　成人の喘息患者数は人口のおよそ３％ですが、1960 年代（１％弱）と比べると、その数は増え

てきています。
　　また喘息で死亡する患者は国内で毎年 6,000 名程度でしたが、1990 年代後半から減少し、最近で

は約 2,000 名程度まで減少しています。これは、治療薬としてステロイド吸入薬が普及したからだ
と考えられています。そもそも喘息患者さんの気管支には慢性的な炎症が存在し、粘膜が腫れたり、
カサカサになったり、痰が増加しています。このような場合、気管支は色々な刺激に対し過敏になっ
ています。例えばタバコの煙、冷たい空気、風邪、気圧の変化によっても気管支は収縮し喘息発作
を起こします。この慢性的炎症を強力に抑えるのがステロイド薬で、副作用のほとんどないステロ
イド吸入薬が喘息治療の大黒柱となっているわけです。

　喘息はどれくらいの期間治療したら治りますか。

　残念ながら喘息を直す治療は、まだ見つかっていません。
　　喘息は、発作がないからといって治ったわけではありません。その体質は生涯続き、それを治す

治療もまだ見つかっていません。重要なことは、発作が起きないように、または起こっても早く適
切な治療を受けるように、うまく喘息と付き合ってコントロールしていくことです。「この程度なら」
と我慢したり、不十分なコントロールを続けていると、発作がなくても息切れを感じるなど症状が
慢性化していきます。しかし、うまくコントロールできれば、健康な人と何ら変わらない日常生活
を送ることができるのです。

　　喘息患者の方には、それを目指して喘息に向き合ってもらいたいと思います。私ども内科医も微
力ながら、そのお手伝い、応援をさせていただきたいと考えております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内科診療部長　田中　勝治　
　

　喘息（ぜんそく）について教えてください。

公立神崎総合病院のコーナー
　喘息（ぜんそく）について教えてください。　喘息（ぜんそく）について教えてください。Q

　　成人の喘息患者数は人口のおよそ３％ですが、1960 年代（１％弱）と比べると、その数は増え
A

皆様からの質問を次の方法により受付けています。
１．公立神崎総合病院内投書箱（１階ロビーに設置）に投書
２．電子メールで送付（goiken@kanzaki-hp.jp）
３．郵送（〒679 － 2493　粟賀町 385 番地　公立神崎総合病院　総務課宛）

　喘息はどれくらいの期間治療したら治りますか。

　残念ながら喘息を直す治療は、まだ見つかっていません。

Q
　残念ながら喘息を直す治療は、まだ見つかっていません。
　　喘息は、発作がないからといって治ったわけではありません。その体質は生涯続き、それを治す
　残念ながら喘息を直す治療は、まだ見つかっていません。A

①　ベーコンは１㎝幅に切る。
②　野菜は皮をむいて、１㎝角のうす切りにする。（色紙切り）
③　鍋に油を熱して、ベーコンを炒め、
　　キャベツ以外の野菜を加えて、さっと炒める。
④　Ａを加えて煮る。
⑤　やわらかくなったら、キャベツも加えて味見し、
　　塩・こしょうする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（男性の料理教室レシピより）

～手ばかり栄養法、副菜の量で簡単メニュー～

（副菜・スープ）野菜のコンソメスープ（2 人分）

・ベーコン	 20g
・たまねぎ	 50g
・にんじん	 50g
・じゃがいも	 50g
・キャベツ	 80g
　なたね油	 小さじ１
　　水	 １・１／２カップ
　　コンソメ	 １個弱
　　塩・こしょう　	 少々

1 人分の栄養価
エネルギー　 117kcal
たんぱく質　 2.7g 　
塩　分　　　　 0.5g

｛Ａ
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高齢者大学あやめ学級・あじさい学級合同開講式　教養講座（会場：中央公民館グリンデルホール）　
月　　　日 時　　　間 内　　　　　　　容

5 月 17 日㈭
10：30 ～ 11：00 高齢者大学　開講式
11：10 ～ 12：30 教養講座①　「平成 24 年度の町政展望」山名宗悟町長

趣味講座　あやめ学級 5 月 17 日（木）13：30 ～ 15：30（中公）　あじさい学級　5 月 24 日（木）　9：45 ～ 11：45（神公）

5月ロビー展
中央公民館 神崎公民館

絵手紙教室作品展 観光協会フォトコンテスト作品展

成 人 ゼ ミ ナ ー ル ① 会場：神崎公民館

月　日 時間 内　　　　　容

5 月 19 日㈯ 13：30 ～ 15：00
（開講式）

「山崎断層の最新情報」
　姫路市立前之庄小学校長
　　西影　裕一 先生

公 民 館 教 室 会場：中央公民館

教　室　名 月　　　日 時　間
英会話教室（初級） 5 月 15 日㈫　① 開級式 19：30 ～

公 民 館 だ よ り 中央公民館　☎３４ー１４５０
神崎公民館　☎３２ー１６８１

ありがとうございました！
神河町赤十字奉仕団より図書費の寄贈

　神河町赤十字奉仕団より、中央公民館と神崎
公民館に図書費を寄贈していただきました。あ
りがとうございました。いただいた図書費で、

「散り椿」葉室麟「ルーズヴェルト・ゲーム」
池井戸潤「朝の霧」山本一刀「銀婚式」篠田節
子「哀しみの星」新堂冬樹等、中央公民館 22 冊、
神崎公民館 21 冊の図書を購入させていただき
ました。どうぞご利用ください。

公 民 館 教 室 会場：神崎公民館

教　室　名 月　　　日 時　間
古文書教室（初級） 5 月 18 日㈮　① 開級式 10：00 ～

　成人ゼミナール登録会員募集
　第 3 土曜日（原則）13 時 30 分～ 15 時まで
中央公民館と神崎公民館で交互に開催
講座：館外研修を含め 10 回

教　室　名 場　　所 月　　　日 時　　　間 指　　導　　者

英会話（初級） 中央公民館 第 1・3 火曜日（原則） 19：30 ～ 21：00 ウェイ・ジア・フェン先生
門野智恵子　先生

古文書（初級） 神崎公民館 第 1・3 金曜日（原則） 10：00 ～ 12：00 生田良昭先生

パソコン教室
（初級） 神崎公民館

10 月 10 日から 10 月 26
日までの毎週水曜日と金
曜日　6 回

定員に満たなければ、
9 月にも広報で再募集

19：30 ～
　21：30 坂井清則先生

　公民館教室（成人向け）受講生募集中

公民館事業の紹介
（写真は平成 23 年度分）

英会話教室（初級）

古文書教室（初級）

パソコン教室（初級）

（受講料は無料。ただし教材費は各自負担）

○こども向け公民館教室の「こども茶道教室」と「楽しいお菓子づくり教室」は６月に学校を通じて募集す
　る予定です。
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【神崎公民館】
信長私記　	 花村　萬月
道化師の蝶　	 円城　　塔
共喰い　	 田中　慎弥
放蕩記　	 村山　由佳
歪笑小説　	 東野　圭吾
ジェントルマン　	 山田　詠美
夢違　	 恩田　　陸
城を噛ませた男　	 伊東　　潤
	 他 12 冊

新着図書のご案内
【中央公民館】
猫弁－天才百瀬とやっかいな依頼人たち
　　　　　　　　　　　完全版	 大山　淳子
クリーピー　	 前川　　裕
バイ貝　	 町田　　康
ナミヤ雑貨店の奇蹟　	 東野　圭吾
おれは清麿　	 山本　兼一
ＰＫ　	 伊坂幸太郎
降霊会の夜　	 浅田　次郎
杉下右京の冒険　	 碇　　卯人
	 他５冊
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文　芸　欄

　猫いっぱいの事務所につとめる弁護士・百瀬太
郎（ももせたろう）。彼の元には一風変わった依
頼が持ち込まれる。
　結婚相談所に通って運命の人を探しながら、事
務所では依頼人の幸せを考える日々に、新たな難
題が舞い込んだ。
　「霊柩車が盗まれたので取り戻してほしい！」
　人と人がつながり、最後には誰にも予想できな
い結末が待っている。笑いあり涙あり、一級のハー
トフル・ミステリー！

　なぜ織田信長は母を－史上最凶の日本人、その
実像。
　なぜ瓢箪をぶらさげたのか。なぜ合戦に強かっ
たのか。なぜ道三の娘を愛したのか。なぜ父親の
葬儀に遅れたのか。なぜ鉄砲を集められたのか。
なぜ秀吉を重用したのか。なぜ弟を殺したのか。
なぜ地獄をも怖れなかったのか。全ての点が線に
なる、花村文学だから成しえた衝撃作。

信長私記
　著　者　花村　萬月
　発行所　講談社

猫弁－天才百瀬と
　やっかいな依頼人たち　
　　　　　　　　完全版
　著　者　大山　淳子
　発行所　講談社

おすすめ図書 （中央公民館） （神崎公民館）
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問い合わせ　おひさま　☎ 34－0315　
利用時間：10時～16時（土・日・祝日は休み）きらき

ら館だより　

　

　　　　　　　　　
　　

子育
て学習センター

対　象 内　　　　　容 日（曜日） 場　所

0 歳児 お母さんと赤ちゃんの
　　　　　友だちづくり

11 日（金）
きらきら館

30 日（水）

１
歳
児

火
曜

お散歩お散歩 8 日（火）

きらきら館
ふわふわバレー 22 日（火）

木
曜

外であそぼう 10 日（木）

ふうせんバレー 24 日（木）

２
歳
児

Ａ
親子であそぼう

16 日（水）
きらきら館

Ｂ 17 日（木）

合
同みんなでお散歩 31 日（木）大河内保健福

祉センター

3 歳児
みんなであそぼう 15 日（火）大河内保健福

祉センター散歩に行こう！ 29 日（火）

自由
参加

おひさま広場 9 日（水）神崎支庁舎

おひさまタイム 28 日（月）大河内保健福祉センター

場　所 日（曜日） 持ち物

神崎体育
センター

Ａ 18 日
（金） 体育館シューズ

（親子）　
お茶
汗拭きタオルＢ 25 日

（金）

場　所 日（曜日） 持ち物

きらきら館 23 日
（水）

汗拭きタオル
バスタオル（ねんね）

※グループ活動は途中入会もできます。

【グループ活動】
　　時間　10：00～ 11：30 【親子ハッピー体操】

ねんねコース　10：00 ～ 10：55
あんよコース　11：05 ～ 12：00

【すくすく赤ちゃん体操】

2 歳児　10：00 ～ 10：55
3 歳児　11：05 ～ 12：00

～おひさまタイム～
と　き　５月 28 日（月）　10：00 ～ 11：30
ところ　大河内保健福祉センター
対　象　子育て中の保護者と子ども。グループ活
　　　　動に入られていない方も参加できます。
　　　　（おじいちゃん・おばあちゃんもお孫さ
　　　　んと一緒にどうぞ）
内　容　わらべ歌・手遊び・絵本の読み聞かせ等、
　　　　親子遊びをします。
参加費　無料　　　
持ち物　お茶

　神河町赤十字奉仕団
より、紙芝居・ブロッ
ク・ジョイントマット
を寄贈していただきま
した。
　ありがとうございま
した。

～おひさま・きらきら館　応援団募集～
・「おひさま」の活動や「きらきら館」の行事に
　関心のある人
・子どもと遊ぶのが好きな人
・自分の子どもは大きくなったから、小さな
　子どものお世話をしたいなという人
　あなたの持っている力をお貸しいただけ
　ませんか。
　年齢や性別は、問いません。
　どしどしご応募ください。
　子どもたちとのふれあいを楽しみましょう。

おひさま
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サークル紹介（神崎公民館）

楽しく絵を描く会

神
河
町
の
歴
史
文
化
遺
産
　
73

　
吉
冨
春
日
社
　
弊
殿

　

春
日
神
社　

弊
殿
︵
へ
い
で
ん
︶
が
２
月
16
日
付
け
で
兵
庫
県

登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
録
文
化
財
と
は
、
築
概
ね
50
年
以
上
の
建
造
物
で
、
特
に
保

護
を
要
す
る
も
の
を
登
録
す
る
も
の
で
、
国
の
制
度
に
則
り
設
け

ら
れ
た
制
度
で
す
。

　

春
日
神
社
弊
殿
は
、
県
内
で
は
17
番
目
に
、
神
河
町
で
初
め
て

登
録
さ
れ
た
物
件
で
す
。

　

登
録
書
は
教
育
長
か
ら
宮
総
代
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

本
殿
・
拝
殿
も
２
月
28
日
付
で
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
県

公
館
に
お
い
て
４
月
27
日
に
指
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

問い合わせ　きらきら館☎32－2410

　私達のサークルは、現在会員３名で中野敏江先生
のご指導のもと日本画の習得に励んでいます。
　活動は、日々の自宅等での創作に加えて、月１回
神崎公民館に集い先生の指導を仰いでいます。
　完成した作品は、町内外の美術展や作品展、文化
祭に出展しています。また、美術館等への出展作品
の見学会も実施して研鑽に努めています。
　日本画を通して豊かな心を醸成したいと思われる
方は、私たちのサークルにぜひご参加を。心からお
待ちしています。

活動日　毎月第３火曜日
時　間　午後１時 30 分から３時間程度
場　所　神崎公民館２階　視聴覚室
指導者　中野　敏江　☎ 079 － 298 － 3216
代表者　岸田　成美　☎ 32 － 1184

開 館 時 間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★
　
★
　
★
　
★
　★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　

★
　
★
　
★
　
★
　★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

きらき
ら館だより　

　

　　　　　　　　　
　　

問い合わせ　神崎公民館　☎ 32－ 1681

おはなしなあに？

5月 26日（土）　10：30～
場所　猪篠集落センター
　　　センター長谷
　　　（2ヵ所同時開催です）

　子どもたちには大好きな本やお気に入りの本
がありますよね。そんな本をたくさん持っていき
ます。また、ボランティアグループ若菜会さんに
よる楽しいエプロンシアターもありますよ。皆さ
ん、ぜひお越しください。

あおぞら図書館（巡回）
5月 10 日（木）粟賀南部方面

　きらきら館の本を持って、午前 9 時 30 から
12 時の間にあなたの地域へ出かけます。車で
巡回していますので、お気軽に声をかけてくだ
されば停車します。
　様々な本を用意していますので、ぜひご利
用ください。

5 月 12日（土）　10：00～
・季節の本の読み聞かせ

あおぞら図書館（会場）

子育
て学習センター

春日神社　弊殿

教育長より宮総代へ　登録書交付
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く ら し
の

情 報

く ら し
の

情 報

親
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

球
技
大
会
に
向
け
た
練
習
の
成

果
を
発
揮
す
る
場
、
ま
た
親
子
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
場
と
し
て
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～

と
こ
ろ　

町
民
体
育
館

構　

成　

小
学
生
４
名
以
上
、
大

　

人
２
名
以
上
の
合
計
12
名
以
内
。

　

男
女
の
内
訳
は
自
由
で
す
。

申
込
み　

６
月
８
日
ま
で

問
い
合
わ
せ　

教
育
課　

社
会
教

　

育
係　
　

☎
３
４
―
０
２
１
２

か
み
か
わ
夏
ま
つ
り

　
　

広
報
用
ポ
ス
タ
ー
原
画
募
集

　

夏
ま
つ
り
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募

作
品
は
会
場
に
展
示
し
、
採
用
者

に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

大
き
さ　

最
大
４
ツ
切
り
サ
イ
ズ

締
切
り　

６
月
８
日
ま
で

問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課　

商

　

工
観
光
係
☎
３
４
―
０
９
７
１

第
７
回
か
み
か
わ
夏
ま
つ
り

開
催
日　

８
月
４
日
（
土
）

場　

所　

神
崎
支
庁
舎

救
急
車
適
正
利
用
啓
発
ポ
ス
タ
ー

募
集

内　

容　

救
急
車
の
適
正
利
用
に

　

関
す
る
も
の
で
、
絵
画
の
中
に

　

ロ
ゴ
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

ロ
ゴ
の
例　

・
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
人
に

　

応
え
た
い
！

・
救
急
車
は
、
救
命
の
た
め
に
！

・
緊
急
の
時
だ
け
救
急
車
？

応
募
資
格　

町
内
の
小
学
生

大
き
さ　

四
つ
切
り
大
、
縦
書
き

　
（
裏
面
に
学
校
名
、
学
年
、
氏

　

名
を
記
入
）

締
切
り　

６
月
20
日
ま
で

提
出
先　

最
寄
り
の
消
防
署
、
ま

　

た
は
出
張
所

問
い
合
わ
せ　

姫
路
市
消
防
局

　

消
防
課

☎
（
０
７
９
）
２
２
３
―
９
５
５
５

い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

　　

い
ず
み
会
は
、「
私
た
ち
の
健

康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を
合
言
葉

に
、
地
域
で
食
生
活
を
通
じ
た
健

康
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
た

め
、受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
日　

６
月
～
１
月
の
毎
月
第

　

１
・
３
木
曜
日
の
午
前
中

場　

所　

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務

　

所
（
福
崎
保
健
所
）　

内　

容　

食
生
活
や
健
康
に
関
す

　

る
講
義
、
調
理
実
習
な
ど

費　

用　

３
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

　

ト
代
、
調
理
実
習
材
料
代
等
）

締
切
り　

５
月
31
日
ま
で

申
込
み　

電
話
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ

　

ク
ス
で

問
い
合
わ
せ　

中
播
磨
健
康
福
祉

　

事
務
所　

地
域
保
健
課

　
　
　
　
　

☎
２
２
―
１
２
３
４

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
２
２
―
６
６
８
０

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、
夏
休
み
に
青
少
年
を
対

象
に
国
際
交
流
事
業
を
行
い
ま

す
。

　

体
験
を
通
し
て
お
互
い
の
理
解

や
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

日　

程　

７
月
26
日
～
８
月
14
日

　
　
　
　
　
　
　

８
日
～
10
日
間

派
遣
先　

ア
メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、

　

サ
イ
パ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ

　

ィ
ジ
ー

対　

象　

小
学
３
年
生
～
高
校
３

　

年
生

内　

容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学
校

　

体
験
、
英
語
研
修
、
野
外
活
動
、

　

文
化
交
流
な
ど

参
加
費　

21
・
８
万
円
～
54
・

５
万　

円
（
予
定
）

締
切
り　

６
月
１
日
ま
で

問
い
合
わ
せ　

財
団
法
人
国
際
青

　

少
年
研
修
協
会

☎
（
０
３
）
６
４
５
９
―
４
６
６
１

ヨ
ー
デ
ル
の
森
町
民
パ
ス
ポ
ー
ト

に
つ
い
て

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
配
り
し
て

い
た
ヨ
ー
デ
ル
の
森
町
民
パ
ス
ポ

ー
ト
が
、
３
月
31
日
で
有
効
期
限

を
迎
え
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
以
降
は
、
健
康
保
険

証
、
運
転
免
許
証
な
ど
身
分
証
明

で
き
る
も
の
の
提
示
に
よ
り
、
町

民
の
方
は
引
き
続
き
無
料
で
入
園

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
来

園
さ
れ
る
方
そ
れ
ぞ
れ
身
分
証
明

書
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ネ
コ
や
リ
ス
ザ
ル
が
新
し
く
仲

間
入
り
し
た
ヨ
ー
デ
ル
の
森
へ
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課　

商

　

工
観
光
係
☎
３
４
―
０
９
７
１

自
動
車
税
の
納
期
限
は

　
　
　
　
　
　

５
月
31
日
で
す

　

納
税
は
、
兵
庫
県
指
定
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
お
近
く
の

　

イ
ベ
ン
ト

　

募　

集　
　

本　庁
総務課　　　　　34－ 0001
議会事務局　　　34－ 0213
財政課　　　　　34－ 0002
地域振興課
　地域振興係　　34－ 0185
　商工観光係　　34－ 0971
　農林業係　　　34－ 0960
教育課　　　　　34－ 0212
住民生活課　　　34－ 0962
税務課　　　　　34－ 0961
建設課　　　　　34－ 0964
上下水道課　　　34－ 0966
会計課　　　　　34－ 0968
神崎支庁舎
　地域局　　　　32－ 1222
　健康福祉課　　32－ 2421
ケーブルテレビ局舎
　情報センター　32－ 2752
大河内保健福祉センター
　地籍課　　　　34－ 0965
公民館
　中央公民館　　34－ 1450
　神崎公民館　　32－ 1681
センター長谷　　35－ 0001

　男　　5,934 人　 （－ 33）
　女　　6,665 人　 （－  1）
　計　 12,599 人　 （－ 34）
世帯数　4,114 世帯（－  3）

人 の 動 き

※ 2012 年 3 月 31 日現在外国人も含む
　（　）は前月比
　転入　48 人
　出生　 9 人

転出　76 人
死亡　15 人

※ 2012 年 3 月中の異動

　

お
知
ら
せ
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銀
行
、
農
協
な
ど
の
金
融
機
関
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便
局
、
県
税

事
務
所
で
。

障
害
の
あ
る
方
へ

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に

対
す
る
自
動
車
税
、
自
動
車
取
得

税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
「
使
用
目
的

の
限
定
」を
廃
止
し
ま
し
た
。も
っ

ぱ
ら
障
害
者
の
移
動
の
た
め
に
使

用
す
る
自
動
車
が
減
免
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

減
免
申
請
期
限
後
に
申
請
が
あ

っ
た
場
合
は
、
月
割
り
の
減
免
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

姫
路
県
税
事
務
所

　

☎
（
０
７
９
）
２
８
１
―
９
１
０
４

建
築
物
確
認
申
請
ま
た
は

　
　

計
画
通
知
手
数
料
等
の

　
　
　
　
　
　

改
正
の
お
知
ら
せ

　

建
築
物
に
関
す
る
確
認
申
請
、

ま
た
は
計
画
通
知
手
数
料
等
が
５

月
１
日
か
ら
改
正
さ
れ
、
同
日
申

請
分
か
ら
新
し
い
手
数
料
で
の
取

り
扱
い
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

姫
路
土
木
事
務
所

☎
（
０
７
９
）
２
８
１
―
９
６
５
３

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

　

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
働
く
自
信
が
な
い
、

ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
15

歳
か
ら
概
ね
39
歳
ま
で
の
若
者
や

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
相
談
業
務

や
講
座
な
ど
を
通
じ
て
メ
ン
タ
ル

面
と
キ
ャ
リ
ア
面
の
両
方
か
ら
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
中
播
磨
地
区
（
神

河
町
・
市
川
町
・
福
崎
町
）
を
対

象
に
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月
25
日
（
金
）

内　

容

①
午
後
１
時
30
分
～
３
時

お
や
サ
ポ
…
定
員
５
名

　
　

息
子
が
な
か
な
か
働
こ
う
と

　

し
な
い
、
家
族
と
し
て
今
何

を
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
な
ど
、
日
頃
家
族
が
抱
え
て

い
る
悩
み
は
、
実
は
ど
こ
の
家

族
も
同
じ
よ
う
に
悩
ん
で
い
ま

す
。
そ
ん
な
同
じ
悩
み
を
持
つ

方
々
と
気
軽
に
語
り
合
い
ま

す
。

　
　

自
ら
の
悩
み
を
吐
き
出
し
、

　

み
ん
な
で
悩
み
を
共
有
し
、
他

　

の
家
族
の
取
り
組
み
を
参
考
に

　

し
て
み
る
。
悩
み
の
答
え
は
見

　

つ
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け

　

ど
、
解
決
の
ヒ
ン
ト
は
得
ら
れ

　

る
は
ず
で
す
。

　
　

家
族
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も

　

変
わ
る
。
ま
ず
は
、
お
や
サ
ポ

　

か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

②
午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分　

相
談
…
１
コ
マ

　
　

働
く
自
信
が
な
い
な
ど
、
心

　

の
問
題
を
抱
え
る
若
者
や
そ
の

　

保
護
者
か
ら
の
相
談
。

　
　

就
労
し
よ
う
と
す
る
若
者
に

　

対
し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す

　

る
相
談
な
ど
。

※
お
や
サ
ポ
・
相
談
は
、
予
約
制

　

で
す
。

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

会
議
室

締
切
り　

５
月
18
日
ま
で

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

住
民
生

　

活
課　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

栄
養
相
談
（
県
）

　

難
病
な
ど
に
関
す
る
食
と
栄
養

の
相
談
や
加
工
食
品
の
栄
養
成
分

表
示
の
相
談
な
ど
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
栄
養
相
談
日
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

相
談
日　

毎
月
第
２
水
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所　

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務

　

所 

問
い
合
わ
せ　

中
播
磨
健
康
福
祉

　

事
務
所　

☎
２
２
―
１
２
３
４

日
本
の
自
殺
者
は
交
通
事
故
死
者

数
の
約
５
倍
で
す

　

兵
庫
県
弁
護
士
会
で
は
、
県
の

委
託
を
受
け
、
自
殺
対
策
の
一
環

と
し
て
夜
間
の
電
話
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
予
約
は
不
要

で
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
日　

毎
月
第
２
・
第
４
日
曜

　

日　

午
後
５
時
～
９
時

相
談
内
容　

解
雇
、
多
重
債
務
、

　

生
活
保
護
、
家
庭
問
題
な
ど

相
談
料　

無
料

☎
０
７
８
―
３
４
１
―
９
６
０
０

●
心
配
ご
と
相
談

　

５
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　

大
河
内
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

☎
３
２
―
２
３
０
３

●
健
康
福
祉
な
ん
で
も
相
談

　

５
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　

神
崎
支
庁
舎

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

ま
ち
の
笑
顔
に
登
場
し
ま
せ
ん
か
？

　

広
報
か
み
か
わ
で
は
、「
ま
ち
の
笑
顔
」

に
登
場
し
て
く
れ
る
お
子
様
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

か
わ
い
い
お
子
様
の
写
真
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
て
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
様
な
ら

一
人
で
も
、
兄
弟
一
緒
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
掲
載
は
、
無
料
で
す
。

　

お
申
し
込
み
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

（
情
報
セ
ン
タ
ー
）
☎
３
２
―
２
７
５
２

ま
で
。

　

相　

談
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SUN（日） MON（月） TUE（火） WED（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

◦英会話教室
　（初級）開級式
　19：30 ～中公

◦ポリオ予防
　接種

13：00 ～保セ

◦軽自動車税納期限

◦健康福祉
　なんでも相談
　9：00 ～神支

４

６

５

７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 2625

27 28 29 30 31

２１ ３

５ 月 くらしのカレンダー

◦「地区別人権
　教室」事前研
　修会

8：30 ～中公

◦栄養相談
　9：00 ～神支

◦ 人 権 を 考 え
　る日

◦すくすく相談
　13：30 ～神支

◦古文書教室
　（初級）開級式

10：00 ～神公

◦婦人セット健診
　13：00 ～総病

◦若菜会（朗読）
　10：00 ～ 中公

◦成人ゼミナール
　開講式
　13：30 ～ 神公

◦消防操法訓練
　大会
　8：20 ～

神河中学校グ ラ ウ ン ド

◦小学 5 年生
　自然学校

～ 6/1

◦ポリオ予防
　接種

13：00 ～保セ

◦もぐもぐ教室
　13：30 ～神支

◦チャレンジ　
　デー

◦献血
　10：00 ～神支
　13：30 ～本 

◦あじさい・あや
　め学級合同教養
　講座開講式
　10：30 ～中公  

◦ 1 歳 6 ヵ月児
　健診
　13：00 ～神支

こどもの日

◦あじさい学級
　趣味講座

 9：45 ～　　
　  　神公  

◦町人協総会
14：00 ～保セ

◦固定資産税
　第 1 期納期限

◦婦人セット健診
　13：00 ～総病

　　　役場本庁舎
　　　神崎支庁舎
　　　中央公民館
　　　神崎公民館
　　　大河内保健福祉センター
　　　グリンデルホール

　　　きらきら館
　　　はにおか運動公園
　　　温水プール
　　　カーミンの観光案内所
　　　町民グラウンド
　　　神崎総合病院

神支

神公

総病

中公
カ

保セ 町グ

プ
は
き

グ

本

みどりの日憲法記念日


